
『
三
園
史
記
』

の
板
刻
と
流
通

田

中

俊

明

1 は2 

じ

め

に

李
朝
中
宗
七
年
壬
申
の
板
刻

李
朝
太
租
三
年
甲
良
の
板
刻

李
朝
時
代
に
お
け
る
流
通
と
額
宗
寅
録
字
本

高
麗
時
代
に
お
け
る
板
刻
と
流
通

わ

り

に

3 4 

(
本
文
・
註
を
問
わ
ず
、
引
用
文
中
の
傍
貼
・
傍
線
、
・
:
に
よ
る
省
略
お
よ
び
(
)
・
〔
〕
に
よ
る
補
足
は
、

特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
高
麗
・
李
朝
の
年
代
は
全
て
捻
年
稽
元
に
従
っ
た
。
)
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お

t工

じ

め

『
三
園
史
記
』
が
朝
鮮
に
お
け
る
現
存
最
古
の
歴
史
書
で
あ
り
、
朝
鮮
古
代
史
を
研
究
す
る
上
に
お
い
て
も
最
も
基
本
的
な
史
料
で
あ
る
こ

と
は
、
今
さ
ら
賢
言
を
要
さ
な
い
。
し
か
し
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
解
題
・
解
説
の
類
で
ふ
れ
ら
れ
る
以
外
、
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る

こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
今
に
惇
わ
る
最
古
の
も
の
が
い
わ
ゆ
る
「
正
徳
本
」
と
知
ら
れ
、
そ
れ
を
影
印
し
た
も

の
が
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
こ
と
さ
ら
問
題
と
す
る
に
足
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
研
究
者
に
と
っ

て
は
、

使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は

閑
却
で
き
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
小
稿
に
お
い
て
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は
、
テ
キ
ス
ト
板
刻
の
経
緯
に
問
題
を
し
ぼ
っ
て

一
躍
の
史
料
の
牧
集
・
整
理
を
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
流
通
の
一
端
を
窺
う
こ
と
と
し
た
。
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今
後
の
『
一
ニ
園
史
記
』
利
用
者
に
と
っ
て

い
く
ら
か
で
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

1 

李
朝
中
宗
七
年
壬
申
の
板
刻

い
ま
私
た
ち
が
普
通
に
用
い
て
い
る
『
三
園
史
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
皐
東
叢
書
」
第
一
と
し
て
皐
習
院
東
洋
文
化
研
究
所
か
ら
刊
行
さ

①

②
 

れ
た
も
の
か
、
「
韓
園
古
典
叢
書
」

2
と
し
て
民
族
文
化
推
進
舎
か
ら
護
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
か
つ
て
(
一
九
一
三
年
)
慶
州
玉

③

⑥

⑤
 

山
李
氏
本
を
ほ
ぼ
原
寸
大
に
影
印
し
た
古
典
刊
行
舎
本
を
、
再
度
縮
小
し
て
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
品
、

こ
れ
ら
の
原
本
で
あ
る
玉
山
李
氏
本

一
般
に
「
正
徳
本
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
正
徳
と
は
明
の
武
宗
の
年
蹴
で
、
正
徳
年
問
、

正
確
に
は
正
徳
壬
申
に
刻
成
さ
れ
た
板
木
に
よ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
通
行
本
と
い
う
べ
き
こ
の
正
徳
壬
申
刊
本
の
板
刻
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に

@
 

す
る
。
た
だ
し
正
徳
壬
申
は
李
朝
で
は
中
宗
の
七
年
(
一
五
二
乙
で
あ
り
、
以
下
こ
れ
を
中
宗
七
年
刊
本
と
稽
す
る
。

っ
て
刷
ら
れ
た
も
の
、

〈
あ
わ
せ
て
刊
記
と
す
る
)
を
附
す
の
み
で
、

従
っ
て
、

そ
の
限
り
で
は
、
太
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と
こ
ろ
で
玉
山
李
氏
本
に
は
、
巻
末
に
、

(
甲
戊
は
李
朝
太
組
三
年
。
次
項
参
照
)
と
記
す
金
居
斗
の
践
お
よ
び
官
街

①
 

こ
れ
が
中
宗
七
年
刊
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
何
も
な
い
。

「至
甲
民
夏
四
月
告
成
」

組
三
年
刊
本
と
み
る
の
が
自
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
官
衡
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
誤
刻
が
み
ら
れ
る
た
め
、
太
租
三
年
の
刊
記
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
後
代
(
恐
ら
く
中
宗
七
年
)
の
覆
刻
と
み
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

@
 

で
は
中
宗
七
年
の
板
刻
の
紐
緯
は
何
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
同
じ
く
「
正
徳
本
」
と
よ
ば
れ
る
『
三
園
遣
事
』
の
巻

末
に
附
す
李
縫
一噛
の
股
お
よ
び
官
衝
(
あ
わ
せ
て
刊
記
と
す
る
)
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

『
三
園
遣
事
』
の
巻
末
に
附
す
と
は
い
え
、
書

従
っ
て
『
三
園
史
記
』
の
刊
記
と
し
て
み
て
も
さ
し
っ
か
え
な
く
、

中
宗
七
年
の
板
刻
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
旬
。

き
出
し
に
「
吾
東
方
三
園
本
史
・
遣
事
南
本
」
と
あ
る
よ
う
に
南
書
に
射
す
る
も
の
で
あ
り
、

@
 

政
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
(
圃
版
1
参
照
)
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

そ
の
板
心
に

「
三
園
史

こ
れ
に
よ
っ
て

そ
の
李
縫
一
帽
肢
は
衣
の
通
り
で
あ
る
。
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吾
東
方
三
園
本
史
・
遣
事
南
本
、
他
無
所
刊
、
市
只
在
本
府
、
歳
久
別
級
、

一
行
可
解
僅
四
五
字
、
余
惟
土
生
斯
世
、
歴
翻
諸
史
、
其
於
天
下
治
観
興

亡
興
諸
異
跡
、
向
欲
博
識
、
況
居
是
邦
、
不
知
其
園
事
、
可
乎
、
因
欲
改

刊
、
贋
求
完
本
、
関
数
載
不
得
鷲
、
其
曾
四
十
行
子
世
、
人
未
易
得
見
可
知
、

若
今
不
改
、
則
勝
負
失
停
、
東
方
往
事
、
後
皐
寛
莫
聞
知
、
可
嘆
也
己
、

宰
吾
斯
文
星
州
牧
使
権
公
接
、
聞
余
之
求
、
ミ
得
完
本
迭
余
、
ミ
喜
受
、

具
告
監
司
安
相
園
潜
・
都
事
朴
候
俗
、
余
日
善
、
於
是
分
刊
列
邑
、
令
還

誠
子
本
府
、
憶
物
久
則
必
有
慶
、
ミ
則
必
有
興
、
ミ
而
蔵
、
ミ
市
興
、
是

理
之
常
、
知
理
之
常
、
而
有
時
興
、
以
永
其
停
、
亦
有
望
於
後
来
之
恵
皐

者
云
、
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皇
明
正
徳
壬
申
季
多
、
府
予
・
推
誠
定
難
功
臣
・
嘉
善
大
夫
・
慶
州
鎮
丘
ハ

馬
節
制
使
・
全
卒
君
李
縫
一
幅
謹
駿

⑪
 

こ
れ
に
つ
づ
け
て
、
次
の
よ
う
に
官
衡
を
記
す
。

生
員

李
山
甫

図版1

校
正
、
生
員

崖
起
撞瑠

李牛小

推
誠
定
難
功
臣
・
嘉
靖
大
夫
・
慶
街
道
観
察
使
・
粂
丘
ハ馬
水
軍
節
度
使

中
訓
大
夫
・
行
慶
州
府
剣
官
・
慶
州
鎖
兵
馬
節
制
都
尉

奉
直
郎
・
守
慶
尚
道
都
事

t全

安

璃
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み
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
宗
七
年
の
板
刻
事
業
の
中
心
人
物
は
、
肢
を
記
し
た
李
纏
一
帽
で
あ
る
。

府
の
歴
代
の
府
予

・
剣
官
(
次
官
)
を
記
し
た
『
慶
州
先
生
案
』
に
は
、

彼
は
慶
州
府
苦
ノ
(
長
官
)
で
あ
っ
た
。

慶
州

推
誠
定
難
功
臣

・
嘉
善
大
夫
・
慶
州
府
予
・
慶
州
銀
兵
馬
節
制
使
・
全
卒
君
李
縫
一
幅
庚
午
九
月
十
七
日
到
任
、

笑
酉
三
月
二
十
五
日
、
上
護
軍
去

と
あ
る
。
ま
た
行
剣
官
の
李
瑠
に
つ
い
て
も
、

朝
奉
大
夫

・
行
慶
州
府
剣
官
・
慶
州
銀
兵
馬
節
制
都
尉
李
瑠
庚
午
十
二
月
十
二
日
到
任
、
乙
亥
十
月
日
、
工
曹
正
郎
去

⑫
 

と
記
す
。
い
っ
ぽ
う
慶
尚
道
観
察
使
安
璃
と
守
都
事
朴
佳
に
つ
い
て
は
、
『
慶
向
道
管
主
題
名
記
』
に
、

観
察
使
・
推
誠
定
難
功
臣
・

嘉
靖
大
夫

・
粂
兵
馬
水
軍
節
度
使
・
順
輿
君
安
璃
正
徳
七
年
壬
申
五
月
初
一
日
、
順
輿
君
来
、

美
酒
六
月
同
職
去
、

永
繁
二
年
甲
申
観
察
使
安
褒
孫
、
永
袋
二
十
一
年
葵
卯
都
事
朴
融
外
孫

都
事
・
承
議
郎
朴
後
壬
申
五
月
三
十
日
、
兵
曹
正
郎
来
、
笑
酉
六
月
承
文
院
校
理
去

⑬
 

と
あ
る
。
こ
こ
で
こ
れ
ら
と
刊
記
の
記
載
と
の
異
同
を
み
る
と
、

表
ー
の
よ
う
に
な
る
。

- 66ー

表
1

『慶
山
同
道
管
主
題
名
記
』
・

『慶
州
先
生
案
』
と
中
宗
七
年
刊
記
と
の
異
同

記
披

一

人

名

一

題

名

記

・

先

生

案

記

イ

一

一

都
事

|
|
|
一

朴

佳

T
I
l
-
-
i

ロ

一

一

承
議
郎

一
李

瑠

一
朝
奉
大
夫

本
政
文
中
で
は
「
都
事
」

奉
直
郎

中
訓
大
夫

か
ら@ロ

し、ハ

ずの
れ文
か散
の階
誤の
り達
とし、
L、は.

う
よ
り
t主

ロ
が
承
議
郎
(
正
六
口
問
〉
と
奉
直
郎
(
従
五
口
問
)
、

ハ
が
朝
奉
大
夫
(
従
四
品
)
と
中
訓
大
夫
(
埜
ニ
口
問
)
で
あ
る

と
も
に
着
任
し
て
か
ら
刊
記
が
書
か
れ
る
ま
で
の
聞
の
準
階
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

イ
は
、

刊



記
の
中
で
も
、
官
衝
に
「
守
都
事
」
と
あ
る
の
に
、
政
文
中
で
は
「
都
事
」
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
は
省
略
と
み
ら
れ
る
か
ら
、

⑮
 

も
同
様
に
、
省
略
と
み
て
お
き
た
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
異
同
は
い
ず
れ
も
問
題
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
中

『
題
名
記
』

宗
七
年
の
板
刻
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

中
宗
五
年
庚
午
(
一
五
一

O
〉
九
月
に
府
予
と
し
て
慶
州
府
に
着
任
し
た
李
種
一
幅
は
、

慶
州
府
に
蔵
す
る
雨
書
の
板
木
が
、

磨
滅
が
甚
し
く

て
一
行
の
う
ち
僅
か
四
・
五
字
し
か
解
せ
な
い
、
と
い
う
朕
況
を
み
て
嘆
き
、

得
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
星
州
牧
使
の
権
鞍
が
、
彼
の
求
め
を
聞
い
て
完
本
を
得
、
そ
れ
を
迭
っ
て
よ
こ
し
た
。
こ
の
間
「
関
数
載
」
と
し
て

「
改
刊
」
を
企
て
た
。
そ
こ
で
贋
く
完
本
を
求
め
た
け
れ
ど
も

は
い
る
が
、
賞
際
に
は
二
年
足
ら
ず
で
あ
る
。
完
本
を
得
た
李
種
一
踊
は
、
観
察
使
安
璃
と
守
都
事
朴
佳
に
告
げ
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら

が
着
任
し
た
中
宗
七
年
壬
申
(
一
五
二
一
〉
五
月
(
特
に
朴
佳
着
任
の
三
O
日
〉
よ
り
以
後
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑮
 

諾
さ
れ
た
の
で
、
列
邑
即
ち
慶
州
府
内
の
諸
邑
に
分
け
て
板
刻
さ
せ
、

そ
し
て
「
善
」
と
快

同
年
季
多
(
一
二
月
〉
ま
で
に
完
成
し
た
、

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
刻
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成
に
要
し
た
時
聞
は
、
崖
起
澄
・
李
山
甫
に
よ
る
校
正
を
含
め
て
も
、
せ
い
ぜ
い
六
箇
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
少
し
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
権
鞍
が
、逢
っ
て
よ
こ
し
た
「
完
本
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
李
縫
一
踊

が
求
め
た
の
は
、
文
服
上
恐
ら
く
、
府
に
識
す
る
板
木
、
卸
ち
太
租
三
年
に
刻
成
し
た
板
木
(
後
述
)
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
磨
滅
す
る
以
前
に

刷
ら
れ
た
「
完
本
」
で
あ
ろ
う
が
、
権
藤
が
、
迭
っ
て
き
た
も
の
が
必
ず
し
も
そ
れ
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
金
居
斗
の
刊
記
を
保

⑫
 

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
や
は
り
李
纏
一
幅
が
求
め
て
い
た
逼
り
、
磨
滅
す
る
以
前
の
太
租
三
年
刻
板
に
よ
っ
て
刷
ら
れ
た
も
の
と
考

⑮
 

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

李
縫
一
踊
は
そ
の
「
完
本
」
を
基
に
し
て
校
正
さ
せ
、
そ
れ
を
書
寓
し
て
板
下
と
し
て
、
列
邑
に
分
刊
さ
せ
た
、

で
次
に
こ
の
「
改
刊
」
に
つ
い
て
、
よ
り
目
穴
箆
的
に
考
え
て
み
た
い
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

61 

そ
の
手
掛
り
の
一
つ
は
、
巻
五
の
第
一
葉
か
ら
巻
七
の
第
一
葉
ま
で
の
殆
ど
の
葉
の
板
心
の
前
後
一
・
二
行
の
下
半
に
、
絞
字
・
墨
格
が
み

⑬
 

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
李
種
一
帽
の
得
た
「
完
本
」
の
そ
の
箇
所
に
破
損
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
「
完
本
」
に
既
に
こ
の
よ
う
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な
紋
字

・
墨
格
が
あ
っ
た
か
、

い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
絞
字
・
墨
格
が

一
様
に
、
板
心
附

近
に
み
ら
れ
る
と
い
う
事
質
そ
の
も
の
で
あ
る
。

線
装
本
が
一
般
に
板
心
の
附
近
(
小
口
〉
か
ら
破
損
し
や
す
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
お

り
で
、
例
え
ば
玉
山
李
氏
本
に
し
て
も
、

@
 

い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
嘗
該
の
巻
五
J
巻
七
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

巻
二
六
の
第
二
葉
か
ら
第
一

O
葉
(
末
葉
〉
ま
で
の
九
葉
に
わ
た
っ
て
、
板
心
の
前
後
を
破
損
し
て

か
つ
て
板
心
の
附
近
を
破
損
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
そ
の

破
損
が
い
つ
の
事
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
(
後
述
)
、

少
な
く
と
も
中
宗
七
年
刊
本
は

破
損
し
た
時
と
同
じ
行
数
・
字
数
(
徳
行
)
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
行
数
や
字
数
を
嬰
え
れ
ば
、
依
字
・

墨
格
の
箇
所
が
、
首
然
板
心
か
ら
離
れ
る
場
合
が
生
じ
る
か
ら
で
あ

@
 

る
。
要
す
る
に
、
こ
の
「
改
刊
」
は
、
行
数

・
字
数
と
い
っ
た
鐙
裁
に
つ
い
て
は
、
先
の
板
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
、
と

レ
え
る
。

次
に
生
員
催
起
温
と
李
山
甫
と
に
よ
る
校
正
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
や
は
り
右
記
の
依
字
が
手
掛
り
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
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巻
五
の
第
三
葉
は

:・
於
是
高
句
麗
百
済
古
同
口
口
口
」
蕃
亦
遺
子
弟
入
拳
(
善
徳
王
九
年
燦
)

@

@
 

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
資
治
通
鑑
』
な
ど
に
よ
っ
て
「
高
」
の
次
が
「
昌
」
で
あ
り
、

@
 

も
の
で
あ
る
。
ま
た
第
六
葉
の
依
字
の

一
つ
は

「
蕃
」
の
前
が
「
吐
」
で
あ
る
と
推
定
で
き
る

〔金
〕
庚
信
自
伐
」
百
済
還
未
見
王
百
済
大
軍
復
来
冠
遜
王
命
口
口
」
途
不
至
家
往
伐
破
之
斬
首
二
千
(
善
徳
王
一
四
年
繰
)

@
 

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
前
後
の
内
容
か
ら
も
、
同
じ
コ
ニ
園
史
記
』
の
金
康
信
俸
の
記
事
か
ら
も
、

@
 

定
で
き
る
。

「
命
」
の
次
が
「
庚
信
」
で
あ
る
と
推

こ
の
よ
う
に
、

校
勘
に
よ
っ
て
容
易
に
補
い
得
る
依
字
を
、

こ
こ
で
は
補
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
生
員
二
人
の
「
校

正
」
と
は

「
完
本
」
の
文
字
を
正
し
く
讃
み
と
る
こ
と
で
あ

っ
た
、

と
い
う
程
度
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
硯
黙
を
か
え
れ
ば
、

こ
れ
は
「
完
本
」
で
讃
め
な
い
文
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
う
、
慎
重
な
態
度
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。

そ
こ
で
最
後
に
、
刻
字
に
つ
い
て
も
う
少
し
み
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
巻
一
の
第
一
四
葉
、
右
四
行
に
「
多
十
月
挟
李
華
」
と
よ
め
る
記
事



@
 

が
あ
る
が
、
こ
の
「
挟
」
は
「
桃
」
で
あ
ろ
う
し
、
巻
二
の
第
四
葉
、
左
二
行
の
「
第
二
十
伊
買
」
と
よ
め
る
部
分
の
「
十
」
は
「
子
」
で
あ

@
 

ろ
う
。
ま
た
巻
六
の
第
九
葉
、
左
八
行
の
「
大
角
千
金
庚
信
」
と
い
う
箇
所
の
「
千
」
は
明
ら
か
に
「
干
」
で
あ
旬
、
各
八
の
第
八
葉
、
右
五

@
 

・
六
行
の
「
先
天
中
敗
鷲
」
と
よ
め
る
「
政
」
も
「
改
」
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
例
は
数
多
く
、
枚
患
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
い
ず
れ
も
知
識

を
も
っ
て
よ
く
み
れ
ば
、
正
し
く
よ
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
板
下
を
書
寓
す
る
際
に
誤
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
刻
手
が
誤
っ
た

も
の
で
あ
る
か
不
詳
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
意
園
的
な
改
字
で
は
な
く
、
文
字
を
あ
ま
り
知
ら
ず
に
機
械
的
に
書
寓
し
た
、
ま
た
は
離

@
 

っ
た
た
め
に
生
じ
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
責
任
は
「
校
正
」
者
に
あ
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
例
に
、
よ
り

は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
(
圃
版
2
参照)。
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制守一一年
B

一
一
月
以
順
知
為
中
侍
約

考l

I22 
1葬l

川

w
巻
五
、
第
一
九
葉
左
三
行
、
第
九
字
「
釣
」

ω巻
七
、
第
六
葉
左
三
行
、
第
一
二
字
「
律
」

ω巻
八
、
第
三
葉
左
三
行
、
第
一
八
字
「
葬
」

@
 

こ
れ
ら
は
文
章
内
容
か
ら
判
断
し
て

ω「欽」
ω「建」
ω「
蓮
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ωは
高
麗
第
九
代
徳
宗
、

ωは
初
代
太

69 
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@
 

組
(
王
建
)、

ωは
第
一
三
代
宣
宗
の
そ
れ
ぞ
れ
議
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
避
け
て
鉄
筆
し
た
形

(ω
「数」

ω
「津」

ω
「
浮
」
)
が
原
形
で
あ
っ

⑬

③
 

た
と
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
事
情
を
知
ら
ず
、
機
械
的
に
書
篤
し
、
あ
る
い
は
雌
っ
た
た
め
、
右
の
よ
う
な
字
形
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

@
 

か
し
こ
う
し
た
稚
拙
さ
が
か
え
っ
て
、
先
の
板
の
原
形
を
惇
え
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
ま
た
巻
二
一
、
新
羅
本
紀
第
一

二
や
巻
五

O
、
列
俸
第

一
O
、
弓
沓

・
班
萱
に
「
太
租
」

・
「
我
朝
」
と
い
う
文
字
が
あ
ら
わ
れ
る
た
び
に
改
行
し
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
も
原
形
を
停
え
る
例
と
い
え
よ
う
。

以
上
中
宗
七
年
の
「
改
刊
L

に
つ
い
て
組
じ
て
い
え
ば
、
そ
の
底
本
と
な
っ
た
太
租
三
年
刊
本
に
封
し
て
、
板
式
や
内
容
に
お
い
て
殆
ど
改

揮
を
加
え
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
の
再
現
を
め
.さ
し
た
、
と
い
え
る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2 

李
朝
太
組
三
年
甲
成
の
板
刻

そ
れ
で
は
次
に
、
中
宗
七
年
の
改
刊
に
際
し
て
そ
の
底
本
と
な
っ
た
、
金
居
斗
ら
に
よ
る
太
組
三
年
の
板
刻
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
中

- 70ー

宗
七
年
刊
本
の
巻
末
に
附
す
金
居
斗
政
は
次
の
逼
り
で
あ
る
。

三
園
史
印
本
之
在
難
林
者
、
歳
久
而
浪
、
世
以
潟
本
行
、
按
廉
使
沈
公
孝
生
得
一
本
、
興
前
府
使
陳
公
義
貴
、
固
所
以
刊
行
、
於
笑
酉
七

月
、
下
牒
子
府
、
八
月
始
鰻
諸
梓
、
未
幾
二
公
見
代
、
余
以
其
年
多
十
月
至
府
、
承
観
察
使
関
相
公
之
命
、
因
樺
其
志
、
乃
肪
之
施
、
令

工
不
断
手
、
至
甲
戊
夏
四
月
告
成
、
鳴
呼
指
揮
能
事
、
以
至
於
成
、
惟
三
公
是
頼
、
余
何
力
之
有
駕
、
但
具
事
之
終
始
、
書
子
巻
末
耳
、

府
使
・
嘉
善
大
夫
金
居
斗
践

ま
た
、
こ
ち
ら
は
践
の
前
に
、
官
衡
を
附
す
。

府
使
・
嘉
善
大
夫
・
粂
管
内
勤
農
防
禦
使

臣
金
居
斗

機
知
経
歴

・
前
奉
正
大
夫
・
三
司
左
洛
議

臣
峯
得
問

嘉
靖
大
夫

・
慶
尚
道
都
観
察
期
惨
事
・
粂
監
倉
安
集
轄
轍
勘
農
管
間
四
千
士
提
調
刑
獄
丘
ハ
馬
公
事
・
同
橿
院
事

臣
関

闘



さ
て

こ
の
践
に
み
え
る
笑
酉
・
甲
戊
を
特
定
す
る
の
は
先
に
も
ふ
れ
た
『
慶
向
道
管
主
題
名
記
』
で
あ
り
、

そ
の
「
我
太
租
康
献
大
王
即

位
、
壬
申
」
と
あ
る
次
の
行
に
、

十
月
目
、
按
廉
副
使
・
品
末
期
捗
・
安
集
監
倉
轄
轍
管
皐
勘
農
使
提
調
刑
獄
兵
馬
公
事
・
矧
戴
開
園
功
臣
・
保
功
将
軍
・
千
牛
衛
大
将
軍
沈

孝
生

一
行
お
い
て
、

葵
酉
十
月
目
、
都
観
察
期
修
使
・
嘉
靖
大
夫
・
粂
監
倉
安
集
轄
職
情
自
由
筆
事
提
調
刑
獄
兵
馬
公
事
・
同
知
中
橿
院
事
問
開

経
歴
・
前
奉
正
大
夫
・
三
司
右
洛
議
握
得
岡

@
 

と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
太
祖
代
の
葵
酉
・
甲
尻
町
ち
二
年
美
酉
(
一
三
九
三

γ
三
年
甲
成
(
一
三
九
四
)
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。
刻
成
は
甲
戊
で
あ
る
か
ら
、
太
租
三
年
刊
本
と
す
る
。

こ
こ
で
も
先
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
と
刊
記
の
記
載
と
の
異
同
を
み
て
お
き
た
い
(
表
2
1
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@
 

ま
.
す
イ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
太
租
元
年
一
二
月
お
よ
び
二
年
三
月
の
時
黙
で
、
沈
孝
生
が
按
廉
使
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

主
題
名
記
』
の
記
載
を
も
生
か
す
と
す
れ
ば
、
副
使
と
し
て
着
任
し
、
ま
も
な
く
正
使
と
な
っ
た
と
み
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ハ
は
、
『
営
主

題
名
記
』
の
記
入
も
れ
と
み
ら
れ
る
。
ホ
は
、
も
ち
ろ
ん
『
営
主
題
名
記
』
が
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
刊
記
の
単
な
る
省
略
と
み
て
よ
い
。
へ

@
 

は
、
問
題
は
残
る
が
一
腰
『
管
主
題
名
記
』
の
省
略
と
み
て
お
く
。
ト
も
両
者
を
生
か
し
て
、
右
谷
議
か
ら
左
洛
議
へ
蓮
っ
た
と
み
ら
れ
な
く

@
 

は
な
い
が
、
い
ず
れ
か
い
っ
ぽ
う
の
誤
り
と
す
る
の
が
、
無
理
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
以
上
、
ロ
・
ニ
を
除
け
ば
い
ず
れ
も
、
そ
れ
自
睦
と
し

て
は
お
か
し
く
は
な
く
、
た
だ
異
同
が
あ
る
た
め
に
問
題
が
生
じ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ロ
・
ニ
は
、
官
衡
の
記
載
が
、
そ
れ
自

@

@
 

『
管
主
題
名
記
』
に
み
え
る
よ
う
な
正
し
い
職
名
を
、
誤
り
記
し
た
と
し
か
思
え
な
い
。
で
は
板
刻 『管

睦
と
し
て
既
に
お
か
し
い
、
も
の
で
あ
る
。

71 

事
業
の
嘗
事
者
が
、
自
分
の
職
名
を
誤
刻
し
た
ま
ま
放
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
か
し
い
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
。

り
、
中
宗
七
年
刊
本
に
保
存
さ
れ
て
俸
わ
る
金
居
斗
抜
お
よ
び
官
衝
は
、
中
宗
七
年
の
板
刻
に
際
し
て
覆
刻
し
た
も
の
で
、
そ
の
時
に
ロ
・
ニ つ

ま
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表
2 

『度
街
道
管
主
題
名
記
』
と
太
組
三
年
刊
記
と
の
異
同

!トト!ホ1=1ペロ!ィ!量(
問 沈人 !

孝

開

宮書事同:言管、 ナヅ 都聖書使、 妓副、i 題

使
名

雪ロ守U 

B事 F、動農

出

E

得

問

右、|経
答 |歴
議

ー 72-

ご
」
れ
の
み
践
の
記
載
。
あ
と
は
官
衡
に
み
え
る
。

の
よ
う
な
(
あ
る
い
は
ト
も
含
め
て
)
誤
刻
が
生
じ
た
の
で
あ
る
、

と

な
ぜ
閲
開
の
箇
所
に
明
ら
か
な
誤
り
、
か
集
中
し
た
か
と
い
え
ば
、
こ
こ

だ
け
が
一
行
に
四
一
字
と
い
う
、
非
常
に
細
か
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
覆
刻
の
際
に
誤
讃
さ
れ
た
こ
と
と
、
校
正
者
が
そ
れ
を
訂
正
し
得
な
か

⑬
 

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
う
。

@
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
太
租
三
年
の
板
刻
は
慶
一
州
(
嘗
時
は
難
林
府
)
で
な
さ
れ
た
、
と
い
う
考
え
が
い
ま
だ
に
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

@

@

、

が
、
買
は
そ
う
で
は
な
い
。
陳
義
貴
や
金
居
斗
が
「
府
使
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
て
よ
い
が
(
難
林
府
は
府
予
で
あ
句
)
、

@
 

案
』
の
嘗
該
候
を
み
て
も
、
府
予
と
し
て
別
の
人
物
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
で
は
ど
こ
で
板
刻
さ
れ
た
か
、

『
慶
州
先
生

つ
ま
り
陳
義
貴
・
金
居

斗
が
ど
こ
の
府
使
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と

い
ま
の
と
こ
ろ
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

沈
孝
生

・
開
聞
が
慶
尚
道
の
按
廉
使

-
槻
察
使
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
尚
道
内
の
あ
る
府
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
こ
で
、
太
組
二
・
三
年
の
嘗
時
に
お
け
る
慶
向
逼
内
の
府



@
 

を
あ
げ
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω安
東
大
都
護
府
(
現
在
、
安
東
〉

『
世
宗
寅
録
地
理
士
山
』
に
「
恭
思
王
十
年
辛
丑
至
正
二
十
一
年
三
三
六
一
〉
避
紅
賊
南
巡
駐
輩
、

以
州
人
童
心
供
頓
、

壬
寅
三
一
二
六
二
〉

復
陸
〔
福
州
牧
〕
潟
大
都
護
府
」
と
あ
る
。

ω蜜
γ

海
府
(
寧
海
〉

『
世
宗
貧
録
地
理
志
』
に
「
忠
宣
王
二
年
庚
戊
(
一
一
一
一
一

O
)
汰
諸
牧
、

六
月
、
始
置
鎮
兵
馬
使
粂
府
使
、
太
宗
笑
巳
三
四
二
ニ
吋
例
改
震
都
護
府
」
と
あ
る
。

ω順
輿
府
(
順
輿
〉

@
 

『
慶
街
道
地
理
志
』
に
「
忠
穆
王
代
至
正
丁
亥
(
一
三
四
七
)
叉
安
胎
、
升
〔
知
輿
州
事
〕
篤
順
輿
府
、
本
朝
太
宗
代
歳
在
葵
巳
(
一
四
二
ニ
〉

改
都
護
府
」
と
あ
る
。

改
〔
躍
州
牧
〕

震
寧
海
府
、

本
朝
太
粗
六
年
丁
丑
〈
一
三
九
七
)

ω京
山
府
(
星
州
〉
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@
 

『
慶
向
道
地
理
志
』
に
「
至
大
辛
亥
(
一
一
三
一
)
降
〔
星
州
牧
〕
魚
京
山
府
、
其
升
降
事
跡
未
詳
、
本
朝
因
稿
京
山
府
」
と
あ
る
。

ω耳
目
陽
大
都
護
府
ハ
菅
州
〉

『
世
宗
貫
録
地
理
志
』
に
「
本
朝
太
組
元
年
壬
申
〈
二
ニ
九
二
)
以
顕
妃
康
氏
内
郷
、
陸
魚
菅
陽
大
都
護
府
、
太
宗
二
年
壬
午
(
一
四
O
二)、

還
震
音
州
牧
」
と
あ
る
。

納
金
海
府
(
金
海
)

『
世
宗
貫
録
地
理
志
』
に
「
忠
宣
王
二
年
庚
氏
(
一
一
一
一
一

O
)
汰
諸
牧
、

復
負
金
海
府
、

本
朝
因
之
、
太
宗
十
三
年
笑
巳
(
一
四
一
一
一
一
)
例
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改
震
都
護
府
」
と
あ
る
。

@

@
 

以
上
六
府
の
う
ち
、
ま
ず

ω安
東
大
都
護
府
に
つ
い
て
は
慶
州
と
同
様
に
先
生
案
が
停
わ
っ

て
お
り
、
嘗
該
の
箇
所
に
は、
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金
梱

府
使
、

壬
申
赴
任
、
同
年
遜

李
専

府
使
、

壬
申
赴
任
、
美
酉
遜

李
瑞

府
使
、
笑
酉
赴
任
、

乙
亥
遁

と
、
府
使
と
し
て
別
の
人
物
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
除
外
さ
れ
る
。
ま
た
糾
京
山
府
に
つ
い
て
も
、

二
月
乙
酉
僚
に
、

京
山
府
使
李
混
、
得
呉
草
於
河
漬
勝
、
色
赤
三
枝
鎧
如
菌
、
以
魚
瑞
、
迭
子
参
賛
門
下
府
事
南
閤
第
、
南
闇
謂
霊
芝
、
以
献

@

@
 

と
あ
り
、
嘗
時
の
府
使
が
李
混
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
か
ら
、
除
外
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
以
上
は
不
詳
で
、
結
局

ω寧
海
府

・

ω順
輿
府
・

ω

膏
陽
大
都
護
府
・
附
金
海
府
の
四
府
の
う
ち
い
ず
れ
か
、
と
考
え
る
し
か
な
い
の
で
あ
加
。

『
李
朝
太
粗
大
王
貫
録
』
巻
五
、
三
年

そ
れ
で
は
あ
ら
た
め
て
刊
記
に
よ
っ
て
、
太
租
三
年
の
板
刻
の
経
緯
を
の
べ
よ
う
。

は
じ
め
板
刻
を
企
て
た
の
は
慶
尚
道
按
廉
使
の
沈
孝
生
で
、
太
租
元
年
壬
申
(
一
三
九
二
〉

一
O
月
に
着
任
し
た
彼
は
、

『
三
園
史
記
』
が
寓
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本
で
の
み
流
布
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
一
本
を
得
た
の
を
機
舎
に
、
管
内
某
府
の
府
使
陳
義
貴
に
、
同
府
で
刻
成
す
る
よ
う
に
も
ち
か

そ
し
て
二
年
葵
酉
(
一
三
九
三
)
七
月
に
同
府
に
正
式
に
下
牒
し
、
府
で
は
八
月
か
ら
板
木
を
離
ら
せ
始
め
た
。
こ
の
二

@
 

一
O
月
に
着
任
し
た
沈
孝
生
の
後
任
の
観
察
使
関
開
も
こ
の
事
業
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
志
を
も
ち
、
同

け
た
の
で
あ
ろ
う
。

人
は
ま
も
な
く
陣
任
し
た
が
、

じ
く

一
O
月
に
兼
任
し
た
陳
義
貴
の
後
任
の
府
使
金
居
斗
に
命
じ
、

作
業
を
縫
績
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
翌
三
年
甲
戊
(
一
三
九
四
)
四
月
に
完

成
し
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
に
沈
孝
生
が
得
た
と
い
う
「
一
本
」
で
あ
る
が
、

@
 

『
三
園
史
記
』
の
印
本
の
難
林
に
あ
っ
た
も
の
は
既
に
散
侠
し
て
し
ま
い
、
潟

や
は
り
鶏
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
衣
に
、
そ
の
湾
本
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
板

@
 

刻
し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
し
明
ら
か
に
太
租
三
年
刊
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
俸
わ
っ
て
い
な
い
以
上
、
中
宗
七
年
刊
本
を

本
を
以
て
行
な
わ
れ
て
い
る
、

と
い
う
か
ら
、

用
い
て
考
え
る
し
か
な
い
。
そ
の
手
掛
り
は
や
は
り
、
中
宗
七
年
刊
本
の
巻
五
J
巻
七
に
み
ら
れ
る
依
字
・
墨
格
で
あ
り
、

ま
ず
こ
の
依
字
・



墨
格
が
い
つ
生
じ
た
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

@
 

依
字
の
箇
所
を
、
中
宗
七
年
よ
り
以
前
で
あ
る
成
宗
七
年
〈
一

四
七
六
)
に
成
立
し
、

@
 

し
て
い
る

『
三
園
史
節
要
』
の
首
該
箇
所
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
例
え
ば
最
初
の

ω巻
五
、
第
一
葉
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

・
:
前
王
時
得
自
唐
来
牡
丹
花
園
弁
」
花
子
以
一
不
徳
霊
徳
憂
日
此
口
口
口
口
口
口
口
口
」
気
王
笑
日
爾
何
以
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
」

そ
の
方
法
と
し
て
、

『
三
園
史
記
』
に
多
く
を
依
擦

之
大
抵
女
有
園
色
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
」
故
也
此
花
絶
艶
而
園
董
叉
無
蜂
蝶
是
必
無
香
花
」
種
植
之
果
如
所
言
其
先
識
如
此

こ
れ
に
封
し
『
三
園
史
節
要
』
巻
八
、

壬
辰
僚
に
は

王
笑
目
、
爾
何
以
知
之
、

針
目
、
此
花
絶
艶
、
而
重
無

蜂
蝶
、
是
必
無
香
種
、
其
子
果
如
其
言
、
其
先
識
如
此

と
あ
り
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
な
ら
ば
、
内
容
が
よ
く
わ
か
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
中
宗
七
年
刊
本
の
歓
字
三

O
字
に
針
し
、
そ
れ
を
補
い
得
る

も
の
と
し
て
は
、

『
三
園
史
節
要
』
編
者
が
用
い
た
『
三
園
史

- 75ー

わ
ず
か
に
傍
線
を
引
い
た
八
字
の
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
な
ら
ば
、

記
』
に
は
歓
字
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
た
だ
節
略
を
し
た
た
め
に
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
、
と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
。
賓
際
『
三
園
史
節
要
』

に
は
『
三
園
史
記
』
の
節
略
と
み
ら
れ
る
記
事
も
多
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
右
と
同
様
な
比
較
を
、
依
字
・
墨
格
の
あ
る
葉
全
て
に
行
な
い
、

そ
の
結
果
を
表
3
に
示
し
~
。

こ
の
表
の
「
依
字
数
」
の
欄
と
「
補
充
し
得
る
字
数
」
の
『
三
園
史
節
要
』
の
欄
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
川
W
州W
帥
帥
帥
M
W
帥
帥
倒
防
と
、
補

充
し
得
る
文
字
が
全
く
無
い
と
い
う
例
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
賓
際
に
記
事
を
比
べ
て
い
く
と
、
中
宗
七
年
刊
本
の
鮫
字
の
あ
る

部
分
を
含
む
記
事
は
、
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
全
慢
と
し
て
も
、
絞
字
数
一
八
七

の
う
ち
補
充
し
得
る
の
が
わ
ず
か
に
六
八
字
と
、
三
分
の
一
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、

『
三
園
史
節
要
』
が
、
こ
の
部
分
に
絞
字
の
な
い

『
三
園
史
記
』
を
用
い
た
と
み
る
こ
と
に
は
、
問
題
が
あ
ろ
う
。
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し
か
し
い
っ
ぽ
う
で
は
、
川
w帥
肋
M
W
の
よ
う
に
全
字
を
補
い
得
る
も
の
や
、
州
開
川
W
M
W
M
開
制
の
よ
う
に
殆
ど
を
補
い
得
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
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表 3 巻 5~巻 7 の飲字と 『三園史節要』 等との比較

。，u

y
ム

唱

i

可ム

-

T

ム

T
A

噌

ム

噌

ム

唱

ム

ー

ム

マ

ム

可

ム

ー

ム

吋

左

左

左

担

左

左

左

左

左

左

左

左

左

字
行

一
弘

0
・内

9

仏

9

Q
内

9

仏

a

Q
内

9

9

n
司

q
円
。
司
仏

9

Q
内

乱

1

9

紋
る

一
軒

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

左

右

一
司

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

月

月

月

月

月

己

年

年

月

次

一
儲

5

9

ロ
ロ

U

2

2

4

5

4

3

7

7

8

口

市

元

6

6

F

一
日

王

玉

年

年

年

年

年

地

封

一
日

論

開

時

間

W

7

7

7

7

7

卦

8

該

一
一時

B

持

郊

一

太

の

業

一
1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

3

4

5

6

7

8

1

2

8

0

{
子
る
一

一

-

1

1

1

1

1

I

l

l

-

-

歓
あ
巻

一

5

6

番

続

一
一
ωωω

ω
伺

倒

的

倒

的

帥

ω
同

帥

帥

帥

帥

帥

同

帥

帥

帥

同 12

帥 I 13 

同 14

帥 I 15 I 

伺 I16: 
肪 I7-1 I 

計 I27: 

補充し:得る字数

紋字数 |言薗更覆薗誼画案責
節要 |鑑 |録字本

補註

30 1 8 1 8 1 0 

n

U

A
リ

ハ

U

勾

'

n

u

η

L

ワ
e

n
v

ワ
u

q
o
q
δ
R
υ
 

噌'・品

ー

ム

ハ

w
d
d
n宮

n
D
A
u
d

1 巾
目

ι山ド

!
」
「
l

司
‘
e

」
急
」
せ

信
「
信
用

庚
」
庚
引

「
還
「
を

*

料

品

嗣

A
U

。，U
A

品

Z

A

U

A

U

*
 

*
 

1
&
q
O
A
-‘
弓

d

a

u

10年 3月|右 9，左 1I 

10年 7月|右 9，左 1I 
10年12月|右 9，左 1I 

I 47 I 187 I 

*

*

 

p
h
U
A
U

ワ
d

o

o

内

ノ

久

ノ

補

補
を

を

I
J

l

J
 

澄

並

「

l

「

l*
 

A
U
A
u
n
U

氏
υ

角

b

v
ム

ハ

υ

n

v

a

u

n

U

可

ム

ハ

リ

*

占

不

勾

d

y

ム

n
u

n
h
v
a
υ
'
A
n
v

T
ム

PU

句
ム

t
A
A
U

*

*
 

可

4

1
A
n
u

n
h
u
£
U
Yよ

n

U

1
ム

FU

1
ム

T
ム

内

υ

勾

t

a

u

-

q

o

o

O

Q

u

n

'

P

0

1

ム

P

O

A

3

1
よ

Y
ム
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。
。

。
。。

h 

あ
も
し

う

が

は

も

補

字

数

か

を
紋
字
い

」
に
め
多
い

将

註

た

と

な

「

分

る

つ

れ

A

U

A

U

A

U

n

u

 

*
 

τム
ハ

U

n

u

A

u

n

u

A
リ

。
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ら
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
う
ち
の
二
、
三
を
寅
際
に
み
て
み
た
い
。

例
え
ば
例
は
、
中
宗
七
年
刊
本
に
「
彼
見
者
以
篤
我
口
必
皆
奔
走
」
と
あ
る
部
分
を
、

皆
奔
走
」
と
し
て
い
る
。
「
来
援
」
は
と
も
か
く
、
「
師
」
を
補
え
ば
、
中
宗
七
年
刊
本
の
場
合
も
意
味
が
逼
じ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
三

@

、

園
史
記
』
の
こ
の
部
分
は
買
は
『
紛
府
元
亀
』
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
彼
見
者
以
魚
我
兵
、
必
皆
奔
走
」
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
恐
ら
く
『
三
園
史
記
』
も
本
来
は
「
兵
」
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
三
園
史
節
要
』
の
編
者
は
『
加
府
元
亀
』
も
み
る
こ
と
な

く
、
意
を
以
て
「
師
」
を
補
い
、
更
に
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め
「
来
援
」
を
補
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
帥
は
「
王
:
:
:
作
五
言
大
乎
(
卒
〉
頭
、
遣
:
:
:
法
敏
以
献
唐
皇
帝
、
其
僻
目
、
口
口
口
洪
業
、
:
:
:
修
文
口
口
口
、
口
天
崇
雨
施

:
:
:
」
と
あ
る
部
分
で
、
『
三
園
史
節
要
』
は
「
其
鮮
日
」
以
下
を
「
大
唐
開
洪
業
:
:
:
修
文
縫
百
玉
、
統
天
崇
雨
施
」
と
し
て
い
る
。
『
三

@

@
 

園
史
記
』
は
こ
れ
を
『
蓄
唐
書
』
に
擦
っ
た
も
の
と
思
う
が
、
『
三
園
史
節
要
』
の
編
者
も
ま
た
『
奮
唐
書
』
な
ど
に
擦
っ
て
補
っ
た
も
の
と

『
三
園
史
節
要
』
は
「
彼
見
者
以
震
我
師
来
援
、
必

-
:
坐
於
舵
上
:
:
:
」
と
あ
る
部
分
で
、

上
遇
高
勾
麗
濯
兵
、
従
者
・
:
坐
於
舷
上
:
:
:
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
記
事
の
一
部
改
嬰
も
み
ら
れ
る
が
、

制
は
「
春
秋
奏
日
、
臣
有
七
子
、
願
使
不
堆
(
離
〉
聖
明
日
街
、
乃
命
其
子
文
注
典
大
監
口
口
口
口
口
口
口
口
遁
高
句
麗
遅
兵
、
春
秋
従
者
:
・

コ
ニ
園
史
節
要
』
は
「
春
秋
奏
目
、
臣
有
七
子
、
願
留
一
子
以
備
宿
街
、
乃
留
文
在
市
還
、
春
秩
至
海

- 77ー

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
く
補
充
し
得
て
い
る
。
そ
れ

は
前
後
の
文
章
を
よ
み
、
意
を
以
て
補
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
以
外
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、

@
 

物
に
よ
っ
て
封
校
す
る
か
し
て
、
補
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
方
法
も
と
り
え
な
い
も
の
は
、
記
事
自
瞳
を
採
ら
ず

に
、
省
略
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
先
に
あ
げ
た

ωの
場
合
は
、
分
註
に
「
殊
異
停
」
を
引
い
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
よ
ん
で

『
三
園
史
節
要
』
の
編
者
は
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
方
法
、

つ
ま
り
文
章
の
中
で
剣
断
す
る
か
、
別
の
書

内
容
を
考
え
、
意
を
以
て
補
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

77 

以
上
要
す
る
に
、

『
三
園
史
節
要
』
が
補
い
得
た
六
八
字
は
、
続
字
の
な
い
『
三
園
史
記
』
に
援
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
編
者
の
校
勘
の
結
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果
な
の
で
あ
り
、

そ
の
時
用
い
た
『
三
園
史
記
』
に
は
、

い
ま
中
宗
七
年
刊
本
に
み
る
よ
う
な
歓
字
が
既
に
存
在
し
た
、

と
い
え
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
依
字
は
、
用
い
た
『
三
園
史
記
』
が
た
ま
た
ま
同
じ
よ
う
に
破
損
し
て
い
た
た
め、

な
ど
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
中
宗

七
年
の
改
刊
の
際
の
底
本
と
な
っ
た
「
完
本
」
と
は
明
ら
か
に
別
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
破
損
の
箇
所
が
全
く
同
じ
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
起

こ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
も
し
『
三
園
史
節
要
』
編
者
が
用
い
た
『
三
園
史
記
』
が
、
太
租
三
年
刊
本
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
太
租
三
年
の
板
刻
に
際
し
て
沈
孝
生
が
得
た
二
本
」
(
篤
本
〉
が
破
損
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
既
に
依
字
が
あ
っ
た
か
、

し、

ず
れ
か
と
な
る
。
ま
た

『
三
園
史
節
要
』
編
者
が
用
い
た
『
三
園
史
記
』
が
、
太
瓶
三
年
刊
本
よ
り
以
前
の
刊
本
あ
る
い
は
そ
の
系
統
の
寓

本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
破
損
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
既
に
依
字
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
太
租
三
年
板
刻
の
際
の
ユ
本
」
も

そ
れ
と
同
じ
系
統
の
篤
本
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
絞
字
は
既
に
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
い
ず
れ
に
し
て
も
、
依

@
 

字
が
太
組
三
年
よ
り
以
前
の
破
損
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

や
は
り
、

そ
こ
で
更
め
て
太
租
三
年
の
板
刻
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
中
宗
七
年
刊
本
に
み
ら
れ
る
依
字
は
、
李
縫
一
帽
の
得
た
「
完
本
」
の
破
損
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
寅
は
太
租
三
年
の
板
刻
の
際
に
、
既
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
中
宗
七
年
刊
本
で
は
、
そ
れ
が
板
心
前
後
に
集
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中
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
太
粗
三
年
刊
本
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
沈
孝
生
の
得
た
二
本
」
も
、
同
じ
よ
う
に

小
口
か
ら
破
損
し
て
い
た
か
、
或
い
は
そ
の
部
分
が
依
字
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
逆
に
い
え
ば
太
組
三
年
の
板
刻
は
そ
の
「
一
本
」
の
行
数

・

字
数
(
毎
行
)
を
動
か
さ
な
い
、
原
本
に
忠
買
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

3 

李
朝
時
代
に
お
け
る
流
通
と
頼
宗
貫
録
字
本

李
朝
時
代
に
は
、

前
項
ま
で
で
み
て
き
た
よ
う
に
前
後
二
回
、

は
じ
め
の
太
租
三
年
(
一
三
九
四
)
に
刻
成
さ
れ
た
板

@
 

慶
州
府
に
顕
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

板
刻
が
な
さ
れ
た
。

木
が
、

次
の
中
宗
七
年
(
一
五
二
一
〉
の
改
刊
嘗
時
に
な
お
、

李
種
一
帽
の
践
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が

そ
の
時
に
は
既
に
「
剖
依
」
し

「
一
行
可
解
僅
四
五
字
」
と
い
う
く
ら
い
で
、

と
て
も
使
い
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た



め
李
種
一
踊
が
改
刊
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
印
出
に
用
い
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
「
副
歓
」
す
る

@
 

こ
と
も
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
百
齢
年
の
聞
に
か
な
り
印
出
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
次
の
よ
う
な
獄
況
が
み
ら
れ
る
。

成
宗
一
三
年
(
一四
八
二
)
二
月
に
梁
誠
之
が
一
二
項
の
上
疏
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
一
つ
は
、

一
、
臣
籍
惟
、
書
籍
不
可
不
深
頭
以
備
高
世
也
、
如
三
園
史
記
・
東
園
史
略
・
高
麗
全
史
・
高
麗
史
節
要
・
高
麗
史
全
文
・
三
園
史
節
要

.
本
朝
歴
代
貫
録
・
銃
筒
謄
録

・
八
道
地
理
志
・
訓
民
正
音
・
東
園
正
韻
・
東
園
文
鑑
・
東
文
選
・
三
韓
亀
鑑
・
東
園
勝
寛
・
承
文
謄
録

・
経
園
大
典
:
:
:
各
備
四
件
外
、
三
史
庫
、
不
緊
雑
書
、
並
皆
刷
出
、
叉
緊
開
書
籍
、
春
秋
館
及
三
史
庫
、
各
議
一
件
、
永
俸
高
世
幸
甚

@

@
 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
上
疏
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
春
秋
館
や
忠
州
・
全
州
・
星
州
の
地
方
三
史
庫
に
『
三
園
史
記
』

，...._ 
お

よ
び
そ
の
他
の
書
〉
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
同
年
一

O
月
に
は
韓
明
治
の
、
典
校
署
所
儲
の
布
南
を
用
い
て
諸
書
を
印
す
る
を
請
う
、
と
の
啓
に
つ
づ
き
、
徐
居
正
が
啓
し
て

吾
東
方
自
箕
子
受
封
以
来
、
年
紀
難
久
、
而
文
籍
不
停
、
其
開
新
羅
千
歳
、
高
勾
麗
七
百
載
、
百
済
六
百
年
、
一
無
所
停
之
書
、
金
富
転

擁
拾
撰
三
園
史
、
我
世
租
嘗
命
儒
臣
編
輯
而
未
就
、
若
前
後
漢
書
逼
鑑
等
書
、
則
難
無
所
蔵
、
猶
可
求
於
中
朝
、
本
園
之
史
、
偲
如
無

停
、
何
従
市
得
乎
、
所
首
先
印
者
、
三
園
史
也

@
 

と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
所
嘗
先
印
者
、
三
園
史
也
」
と
す
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
三
園
史
記
』
の
重
要
性
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
程
流
布
し
て
い
な
い
と
い
う
朕
況
が
背
景
に
あ
っ
た
と
想
定
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。
従
っ
て
、
全
盤
的
に
は
、

史
記
』
は
そ
れ
程
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
同
。

⑮
 

ま
た
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
聞
に
、
『
三
園
史
記
』
を
利
用
し
て
成
文
し
た
、
次
の
三
つ
の
敷
撰
史
書
が
成
立
し
て
い
る
。

ω樺
近
・
河
脅
ら
『
三
園
史
略
』
(
『
東
園
史
略
』
)
太
宗
三
年
(
一
四
O
三
)
八
月
完
向

ω直
思
慣

・
徐
居
正
ら
『
三
園
史
節
要
』
成
宗
七
年
(
一
四
七
六
)
一

二
月
完
恥

- 79一

コ
ニ
園
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ω徐
居
正
・
李
克
激
ら
『
東
園
通
鑑
』

⑬
 

成
宗

一
六
年
(
一
四
八
五
)
七
月
完
成

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

三
園
別
の
本
紀
を
も
っ
紀
停
鐙
の
『
三
園
史
記
』
に
劃
し
て
編
年
鑑
で
あ
句
、

@
 

『
三
園
史
記
』
の
利
用
は

一
一
層
少
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

便
利
な
こ
れ
ら
の
成
立
に
よ
っ
て
、

と
こ
ろ
で
右
の
徐
居
正
ら
の
啓
に
射
し
て
成
宗
は
、

可
、
書
籍
贋
布
之
策
、
令
戸
曹
典
校
署
提
調
議
啓

@
 

と
答
え
て
い
る
が
、
も
し
寅
際
に
、
徐
居
正
の
要
請
通
り

『三
園
史
記
』
を
「
印
」
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

の
板
木
に
よ
っ
て
印
出
し
た
も
の
と
考
え
る
し
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
李
縫
幅
践
に

「
他
所
無
刊
」
と
あ
り
、 そ

れ
は
慶
州
府
蔵
の
太
粗
三
年
刻
成

そ
れ
を
信
じ
れ
ば
、
中
央
で
新

た
に
刊
行
し
て
印
出
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
中
宗
七
年
の
改
刊
後
、
磨
滅
し
た
太
租
三
年
刻
成
の
板
木
は
慮
分
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
新
し
い
板
木
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う

品目
U

か
。
ま
ず
、
刻
成
後
三

O
年
を
経
た
中
宗
三
七
年
三
五
四
二
)
七
月
に
行
副
司
果
の
魚
得
江
が
上
疏
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に

東
園
史
記
有
三
園
史
・
高
麗
史
節
要
、
三
園
史
刊
行
慶
州
、
其
板
向
在

@
 

と
あ
り
、
板
木
の
な
お
存
在
す
る
こ
と
を
博
え
る
。
つ
づ
い
て
明
宗
九
年
(
一
五
五
四
)
に
成
立
し
た
魚
叔
楼
『致
事
撮
要
』
八
道
程
途
(
別
競
冊

@
 

板
井
附
)
の
慶
州
の
項
に
コ
ニ
園
史
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
許
範
の
績
撰
本
(
宣
租
一
九
年
〔
一
五
八
五
〕
)
に
至
っ
て
も
同
じ
で
あ
ヤ
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と
こ
ろ
が
壬
辰

・
丁
酉
の
凱
を
聞
に
は
さ
ん
だ
朴
希
賢
の
改
修
本
(
光
海
君
六
年
〔
一
六
二
ニ
〕
)
に
な
る
と
、
加
板
目
録
が
な
く
な
っ
て
、
か

わ
り
に
土
産
が
記
さ
れ
て
お
り
、
李
爾
臓
の
肢
に
は
そ
の
理
由
を
「
至
於
八
道
妨
板
、
今
則
焼
殿
、
故
並
皆
酬
去
、
以
土
産
代
之
」
と
記
し
て

@
 

い
る
。
『
三
園
史
記
』
の
板
木
も
他
の
多
く
と
同
じ
く
「
焼
段
」
し
て
し
ま
っ
た
か
と
も
み
ら
れ
る
が
、
顛
宗

一
O
年
(
一
六
六
九
)
成
立
の

@
 

『
東
京
雑
記
』
巻
三
、
書
籍
、
に
は

「府
戴
加
板
」
と
し
て
「
一
一
一
園
史
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
出
孜
事
撮
要
」
と
断
わ
っ
て
は
い

@
 

そ
の
吠
態
を
博
え
る
た
め
、
俸
存
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
記
す
と
お
り
、
も
は
や

つ
づ
け
て
「
刑
不
用
」
と
、

る
が
、

使
い
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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そ
の
後
、
次
に
述
べ
る
一
八
世
紀
牢
ば
の
顕
宗
貫
録
字
本
の
出
現
ま
で
、
『
三
園
史
記
』
の
流
通
は
寓
本
に
よ
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

@
 

そ
う
し
た
賦
況
は
、
師
の
星
湖
李
漫
に
宛
て
た
順
番
安
鼎
一
噛
の
書
簡
の
な
か
の
次
の
一
節
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
。

三
園
史
無
従
求
見
、
向
適
擢
友
巌
来
訪
、
聞
知
其
由
、
震
之
借
示

@
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
安
鼎
一
唱
は
権
巌
か
ら
借
用
し
た
『
三
園
史
記
』
を
書
骨
局
し
て
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

8
 

安
鼎
一
帽
の
右
の
書
簡
は
英
組
三
三
年
(
一
七
五
七
〉
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
頴
宗
貫
録
字
に
よ
る
『
三
園
史
記
』
の
印
出
が

行
な
わ
れ
た
。
額
宗
寅
録
字
と
は
司
顧
宗
大
王
寅
録
』
を
印
刷
す
る
目
的
で
、
そ
れ
が
完
成
し
た
粛
宗
三
年
三
六
七
七
〉
頃
に
は
じ
め
て
鋳

@
 

造
さ
れ
た
銅
活
字
を
い
う
。
一
字
の
大
き
さ
は
大
字
が
一
・
三
糎
×
一
・
四
糎
、
小
字
が
一
・
三
糎

X
0
・
七
糎
で
あ
る
。

@

@

 

『
三
園
史
記
』
の
顕
宗
寅
錬
字
本
ハ
圃
版
3
参
照
)
は
、
英
租
三
六
年
(
一
七
六
O
〉
の
印
出
と
い
う
。
板
式
は
突
の
通
り
で
あ
る
。

三
園
支
払
本
第
七

輪
車
岨
え
洋
諸
閣
安
合
同
格
ヲ
民
同
府
偽
向
-d一
司
裁
伏
木
師
身
大
保
門
ザ
ム
何
申
列
品

・
事
官
軍
基
帆
女
積
雪
茅
集
賢
殊
会
苧
去
肘
E
A
棺
晶
明
夫
よ
杉
胡
同
時
民
社
臣
会
富
民
奉
安
岬
併

話
清
志
朝
刊
J
4
3l
i
l
i
-
--

一
ヤ
一
ヰ
春
正
司
拝
伊
合
建
一
手
め
中
待
栓
兵
役
百

一滴
織
リ

f

向指
長
崎
幡
宮
ー決

q
f

怖
に
昧
崎
県
来
閣
す

ロ
政
一
小
売
特
退
出
兵
警
告
¥
斬
殺
一
二
一
向
伶
人
同
者

会
ば
剥
割
引
制
剥
羽
川
和
記
洲
一刊
新
l
ll

呉
、
宇
劃
配
制
付
朝

NI
l-
-
ーパ
ハハ
い

一
十
到

凶
|
則
劇
判
斡
刑
制
民
即
劃
将
軍

2

|

バ

む
け川川ハパ
川川
ト
十
幽
肘
4

81 

穎宗貫録字本

四
周
車
漫
。
宇
郭
、
縦
一
二
ニ
・
二
糎
、
横
二
ハ
・

O
糎
。
有

界
。
毎
牢
葉
一

O
行
、
毎
行
一
八
字
。
註
隻
行
。
内
向
花
紋

角
川
尾
。
板
心
、
三
園
史
本
紀
(
列
俸
等
〉
巻
幾
、
葉
数
。

こ
の
頼
宗
貫
録
字
本
は
、
巻
末
に
金
居
斗
肢
を
附
す
の
み
で
、
印

出
に
至
る
具
鰻
的
な
経
緯
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
金

居
斗
践
を
附
す
の
で
あ
る
か
ら
、
太
組
三
年
刊
本
を
直
接
底
本
と

し
た
か
、
あ
る
い
は
や
は
り
金
居
斗
肢
を
附
す
中
宗
七
年
刊
本
に

@
 

擦
っ
た
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
こ
で
次
に
、
先
の
表
3
を
利
用
し
て
、
こ
の
印
出
に
際
す
る

校
勘
を
み
て
お
き
た
い
。
巻
五
J
巷
七
に
至
る
歓
字
一
八
七
の
う

ち
、
顕
宗
貧
録
字
本
が
補
充
し
て
い
る
の
は
わ
ず
か
に
二
六
字
で



82 

し
か
も
補
充
し
て
い
る
内
容
は
、
仰
に
お
い
て
、
『
東
園
通
鑑
』
が
「
易
日
一
鳳
一
象
学
踊
蝿
」
と
補
っ
た
も
の
を
「
易
云
瓶
一
家
学
踊
閤」

と
改
め
る
ほ
旬
、
同
に
「
庚
信
田
口
口
口
近
、
請
往
綴
紐
、
因
興
倶
往
宅
置
酒
、
従
容
喚
口
口
口
針
線
来
縫
」
と
あ
る
部
分
を
、
『
三
園
史
節

要
』
が
「
庚
信
目
、
吾
家
幸
近
、
請
往
綴
之
、
因
輿
倶
往
置
酒
、
従
容
喚
賓
姫
来
綴
」
と
し
て
い
る
の
に
針
し
、
「
庚
信
目
、
吾
家
幸
近
、
請
往

綴
紐
、
因
興
倶
往
宅
置
酒
、
従
容
喚
賓
姫
持
針
線
来
縫
」
と
追
加
し
て
い
る
く
ら
い
で
、
あ
と
は

『
三
園
史
節
要
』
や
『
東
園
通
鑑
』
を
出
る
も

Faz
圃

@

の
は
な
い
。
ま
し
て
そ
れ
を
利
用
し
て
さ
え
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
従

っ
て
そ
の
限
り
で
は
、
あ
ま
り
充
分
な
校
勘
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。

あ
る
。

4 

高
麗
時
代
に
お
け
る
板
刻
と
流
通

『
三
園
史
記
』
が
成
立
し
た
高
麗
時
代
に
ま
で
遡
っ
て
、
そ
の
板
刻
と
流
、
通
の
朕
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

先
に
み
た
よ
う
に
、
李
朝
中
宗
七
年
刊
本
の
巻
末
に
附
す
太
租
三
年
刊
本
の
金
居
斗
践
に
は
、

三
園
史
印
本
之
在
難
林
者
、
歳
久
而
混
、
世
以
潟
本
行

で
は
最
後
に
、

と
あ
っ
た
。

そ
の
李
朝
初
年
よ
り
以
前
に
『
三
園
史
記
』
の
刊
本
が
存
在
し
て
い
た

@
 

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
高
麗
時
代
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
一
度
は
、
『
三
園
史
記
』
が
板
刻
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か

「
印
本
」
は
刊
本
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
限
り
、
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し
「
歳
久
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
か
な
り
前
の

こ
と
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
窺
え
る
が
、
果
た
し
て
い
つ
の
こ
と
で
あ
る
か
、
目
六
鐙
的
に
は
全
く

不
詳
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
板
刻
が

一
度
と
す
れ
ば
、

品

W

そ
れ
が
進
上
さ
れ
た
直
後
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

進
上
が
高
麗
仁
宗
二
三
年

最
も
可
能
性
の
高
い
の
は
、

⑩
 

(
二
四
五
)
一
二
月
壬
戊
で
あ
る
か
ら
、
一
二
世
紀
宇
ば
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
大
勢
論
的
に
も
、
嘗
時
の
高
麗
の
木
板
印
刷
の
技
術

水
準
の
高
さ
旬
、
中
園
で
こ
れ
よ
り
数
十
年
前
に
完
成
し
た
『
新
唐
書
』
や
『
資
治
逼
鑑
』
な
ど
が
、
進
上
後
す
ぐ
に
板
刻
さ
れ
た
と
い
う
事

閥
、
そ
し
て
『
三
園
史
記
』
が
そ
れ
ら
の
史
書
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
う
け
て
い
た
こ
持
な
ど
か
ら
、
充
分
あ
り
得
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の

⑮
 

で
あ
る
。



さ
が
こ
の
『
一
一
一
園
史
記
』
は
、
か
な
り
早
い
時
期
に
中
園
に
流
出
す
る
。
そ
れ
は
『
玉
海
』
巻
二
ハ
、
地
理
、
異
域
国
書
の
項
に
「
淳
照
三

園
史
記
」
と
題
し
、

元
年
五
月
二
十
九
日
、
明
州
準
士
沈
惑
、
上
海
東
三
国
史
記
五
十
答
、
賜
銀
幣
百
、
付
秘
閣

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
淳
照
元
年
は
高
麗
明
宗
四
年
三
一
七
四
〉
で
、
準
上
径
一
一

o
d経

て
い
な
い
。

圏
内
に
お
け
る
流
、
通
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
最
も
早
い
例
と
し
て
は
、
李
歪
報
「
東
明
王
篇
」
序
の

:
・
越
葵
丑
四
月
、
得
奮
三
園
史
、
見
東
明
王
本
紀
、
其
神
異
之
述
、
験
世
之
所
読
者
、
然
亦
初
不
能
信
之
、
意
以
魚
鬼
幻
、
及
三
復
耽

味
、
漸
渉
其
源
、
非
幻
也
、
乃
聖
也
、
非
鬼
也
、
乃
紳
也
、
況
園
史
直
筆
之
書
、
量
妄
俸
之
哉
、
金
八
公
骨
骨
吾
撰
骨
舟
、
頗
略
其
事
、
意

者
公
以
篤
園
史
矯
世
之
書
、
不
可
以
大
異
之
事
篤
示
於
後
世
、
而
略
之
耶

と
い
う
記
事
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
「
葵
丑
」
は
明
宗
二
三
年
(
二
九
三
)
で
、
彼
の
二
六
歳
の
年
で
あ
ゆ
そ
の
四
月
に
『
嘗

三
園
史
』
を
得
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
と
金
富
献
が
重
撰
し
た
園
史
即
ち
『
三
園
史
記
』
と
を
比
較
し
て
論
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
李
歪

報
は
嘗
然
、
『
三
園
史
記
』
を
讃
ん
で
い
た
こ
と
に
な
柑
。
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つ
づ
い
て
、
引
用
し
た
と
の
明
記
は
な
い
が
、
記
さ
れ
て
い
る
文
章
か
ら
剣
断
し
て
恐
ら
く
そ
う
で
航
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、

元
年
己
巳
(
一
二
O
九
)
六
月
」
に
卒
し
、
「
是
年
七
月
」
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
金
鳳
毛
の
墓
誌
銘
が
あ
る
。

⑪
 

園
史
記
』
中
宗
七
年
刊
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
金
大
安

雷
該
部
分
を
抜
き
だ
し
て
、

田司

〔
金
鳳
毛
墓
誌
銘
〕
金
氏
系
出
新
羅
王
初
股
解
王
夜
間
金
城
西

林
中

有
難
鳴
盤
遅
明
使

覗
之
有
金
色
小
積
掛
於
樹
枝
白
難
鳴
於

〔
三
園
史
記
〕

王
夜
間
金
城
西
始
林
樹
開
有
鶏
鳴
襲
遅
明
遺
瓢
公
現
之
有
金
色
小
横
掛

樹
校
由
難
鳴
於

其
下

王
乃
使
人
取

之
有
一
小

令
指
乎
乃
牧
養
之

小
男
児
在
其
中
姿
容
奇
偉
上
喜
謂
左
右
目
此
量
非
天
遺
我
以
令
胤
乎
乃
牧
養
之
及
長
聴
明
多
智

見
在
其
中
委
獄
奇
偉
王
喜

日

畳
非
天
遺
我

83 

其
下
瓢
公
還
告
王

使
人
取
横
開
之
有
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以
其
出
於
金
横
因
以
矯
姓

略
乃
名
闘
智
以
其
出
於
金
横
姓
金
氏

改
始
林
名
難
林
因
以
鴛
園
競

み
ら
れ
る
通
り
、

一
部
節
略
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。

金
氏
が
そ
の
始
組
合
』
語
る
に
お
い
て

『
三
園
史
記
』
を
用
い
た
と
み
た

し、
。

衣
に
、
高
宗
二
年
(
一
一
一
一
五
)
頃
成
立
の
畳
訓
『
海
東
高
信
停
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
巻
二
、
流
通
一
之
二
、
間
伴
安
含
傑
の

叉
按
新
羅
本
記
、
員
輿
王
三
十
七
年
、
安
弘
入
陳
求
法
、
興
胡
借
枇
摩
羅
等
二
人
廻
、
上
拐
伽
勝
重
軽
及
併
合
利

⑩
 

峨
「
新
羅
本
記
(
紀
)
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
貼
で
明
確
で
あ
る
。
ま
た
他
に
も
文
章
か
ら
判
断
し
て
、
引
用
し
た
と
み
ら
れ
る
箇
所
が
い
く
つ

⑩
 

か
あ
る
。
そ
し
て
次
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
ー一
然
『
一
ニ
園
遣
事
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
書
の
成
立
は
一
二
八

0
年
代
(
高
麗
忠
烈
王
代
)
と
さ

⑪
 

れ
て
い
る
。

以
上
、
寅
際
に
『
三
園
史
記
』
を
利
用
し
て
い
る
も
の
を
い
く
つ
か
羅
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
躍
の
流
通
朕
況
を
み
た
。
し
か
し
全
瞳
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的
に
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
知
り
得
な
い
。
こ
こ
で
再
び
金
居
斗
放
の
一
節
に
た
ち
も
ど
っ
て
み
る
と
、

の
が
歳
久
し
く
し
て
散
侠
し
、
今
は
寓
本
で
行
な
わ
れ
て
い
る
、

『
三
園
史
記
』
刊
本
の
難
林
に
あ
る
も

⑩
 

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
難
林
即
ち
新
羅
の
奮
地
に
お
い
て
さ
え
、

こ
の
よ
う

な
紋
況
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
流
通
の
貧
情
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

お

わ

り

以
上
、
時
聞
の
前
後
に
と
ら
わ
れ
ず
に
述
べ
て
き
た
が
、
蕪
雑
な
小
考
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
時
間
の
経
過
に
従
っ
た
簡
単
な
ま
と
め
を

し
て
お
き
た
い
。

『
三
園
史
記
』
は
、

高
麗
仁
宗
二
三
年
(
二
四
五
〉

一
一
一
月
壬
成
に
準
上
さ
れ
て
よ
り
以
後
、

少
な
く
と
も
三
回
、

板
刻
が
お
こ
な
わ
れ



た。
ま
ず
最
初
は
高
麗
時
代
で
あ
る
が
、
年
代
は
不
分
明
で
あ
る
。
た
だ
大
勢
と
し
て
、
進
上
直
後
に
板
刻
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

李
朝
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
最
初
は

太
粗
三
年
三
三
九
四
〉
に
新
羅
の
嘗
地
慶
尚
道
の
某
府
に
お
い
て
、

按
廉
使
沈
孝
生
・
府
使
陳
義

貴
お
よ
び
後
任
の
観
察
使
関
開
・
府
使
金
居
斗
と
、
二
代
に
わ
た
る
事
業
と
し
て
板
刻
さ
れ
た
。
板
本
は
既
に
停
わ
ら
ず
、
沈
孝
生
の
得
た
寓

本
を
底
本
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
行
敷
・
字
数
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
潟
本
の
小
口
附
近
に
あ
っ
た
依
字
(
も
し
く
は
破
損
〉

が
、
板
心
の
前
後
に
そ
の
ま
ま
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
高
麗
王
の
誌
の
避
語
紙
筆
も
多
く
は
俸
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
後
百
除
年
を
経
た
中
宗
七
年
(
一
五
二
一
)
に
、
慶
州
府
予
李
権
一摘
が
、
府
識
の
太
租
三
年
刻
成
の
板
木
が
磨
滅
し
た
た
め
、
『
三
園
遣

事
』
と
と
も
に
改
刊
を
企
て
、
わ
ず
か
六
箇
月
の
う
ち
に
刻
成
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
正
徳
本
」
で
あ
り
、
今
日
ま
で
ほ
ぼ
完
全
に
惇
わ

る
板
本
と
し
て
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
通
行
の
テ
キ
ス
ト
は
玉
山
李
氏
奮
臓
の
こ
の
板
本
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
改
刊
に
お
い
て
も
、

そ
の
底
本
で
あ
る
太
組
三
年
刊
本
の
行
歎
・
字
数
は
動
か
さ
ず
、

形
式
的
に
は
忠
買
な
再
現
を
め
ざ
し
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た
。
従
っ
て
、
中
宗
七
年
刊
本
の
巻
五
J
巻
七
に
み
ら
れ
る
歓
字
・
墨
格
は
、
少
な
く
と
も
高
麗
時
代
の
寓
本
に
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
板
式
に
つ
い
て
も
、
高
麗
時
の
お
も
か
げ
を
俸
え
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
は
王
議
の
依
筆
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
か

し
、
刻
字
な
ど
に
稚
拙
さ
が
自
に
つ
き
、
時
と
し
て
お
か
し
な
文
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
故
意
の
改
字
で
は
な
い
た
め
、
充
分
に
注
意
を
す
れ

ば
、
原
形
を
窺
う
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
板
木
は
一
腰
、

壬
辰
・
丁
酉
の
凱
以
後
ま
で
俸
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

一
七
世
紀
に
は
既
に
、

使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
っ
て
い

『
顛
宗
大
王
貫
録
』
印
出
の
た
め
に
掛帯
出
し
た
の
と
同
じ
活
字
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
活
字
(
願

こ
れ
は
太
組
三
年
刊
本
に
直
接
接
一っ
た
か
中
宗
七
年
刊
本
を
底
本
と
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

系
統
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
が
毎
牛
葉
九
行
・
毎
行
一
八
字
で
あ
る
の
に
封
し
、

い
る
。
ま
た
そ
の
校
勘
は
、
充
分
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。

た
。
そ
こ
で
、

一
八
世
紀
の
中
頃
に
至
っ
て
、

宗
寅
録
{
子
)
本
が
印
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
O
行
・
一
八
字
と
改
め
て

85 
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そ
こ
で
、
通
行
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
中
宗
七
年
刊
本
の
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
位
置
で
あ
る
が
、
年
代
的
に
は
か
な
り
後
代
の
も
の
と
い
う
べ

の
ち
の
顛
宗
貫
録
字
本
や
『
三
園
史
節
要
』
等

き
で
あ
ろ
う。

し
か
し
内
容
的
に
は
高
麗
時
代
の
も
の
と
大
き
な
偶然
動
が
な
い
と
み
て
よ
く
、

あ
ろ
う
。

に
よ

っ
て
補
正
し
得
る
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
現
時
黙
に
お
い
て
手
に
し
得
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、

註①
「
製
東
叢
書」

第
一
『
一
一
一
園
史
記
』、
皐
習
院
東
洋
文
化
研
究
所
、
一

九
六
四
年
四
月
。
A
5
版
で
、

一
頁
に
『
三
園
史
記』

の
二
葉
を
収
め
、

各
末
に
末
松
保
和
氏
の
「
三
園
史
記
解
説
」
と
目
次
を
附
す
。

②
「
韓
園
古
典
叢
書
」
2
『
一
一
一
園
史
記
』
、
民
族
文
化
推
進
舎
、
ソ
ウ
ル
、

一
九
七
三
年
一
二
月
。

B
5版
で
、
一
頁
に
二
葉
を
枚
め
、
校
勘
を
加
え

〔金
貞
培
氏
に
よ
る
〉
、
巻
頭
に
校
勘
の
凡
例
と
目
録
を
附
す
。

③

玉

山
(
慶
向
北
道
月
城
郡
安
康
邑
玉
山
里
)
李
氏
は
晦
機
十
字
彦
油
(
一

四
九
一

J
一
五
五
三
〉
の
後
孫
家
で
、
そ
の
醤
磁
本
。

い
ま
は
李
彦
迎
を

柁
る
玉
山
書
院
(
宣
租
五
年

〔
一
五
七

二

創
設
、
同
七
年
賜
額
)
に
蔵

し
、
貨
物
第
五
二
五
械
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
玉
山
書
院
本
と
稽

す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
玉
山
書
院
に
は
同
じ
板
の
『
三
園
史
記
』
を

も
う
一
本
(
零
本
、

八
冊
)
磁
し
て
お
り
、
こ
れ
と
区
別
す
る
た
め
、
玉

山
李
氏
木
と
四
憎
し
て
お
く
。

④
『
三
園
史
記
』
、
古
典
刊
行
品
目
、
京
城
、
一
九
=
二
年
一
二
月
。
線
袋、

九
冊
。

⑤

「
皐
東
叢
書
」
本
が
古
典
刊
行
倉
本
の
再
影
印
で
あ
る
こ
と
は
、
末
松

保
和
氏
の
解
説
中
に
明
言
が
あ
る
が
、
「
韓
園
古
典
叢
書
」
本
は
凡
例
に

「本
奮
は
中
宗
壬
申
刊
本
ハ
世
相
情

正
徳
本
〉
を
縮
小
影
印
し
」
と
あ
る

や
は
り
最
良
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で

の
み
で
、

原
本
に
つ
い
て
の
具
躍
的
な
言
及
は
な
い
。
し
か
も
校
勘
に
用

い
た
「
問
書
異
本
」

の
一
つ
と
し
て
「
古
典
刊
行
舎
本

(
玉
山
書
院
本
ど

を
あ
げ
て
お
り
、
あ
る
い
は
玉
山
李
氏
本
と
は
別
の
中
宗
壬
申
刊
本
を
縮

小
影
印
し
た
か
と
も
う
け
と
れ
よ
う
。
し
か
し
、
古
典
刊
行
舎
本
が
、
玉

山
李
氏
本
に
破
損
の
あ
る
巻
二
六
の
第
二
葉
J
第

一
O
葉
を
朱
色
で
補
印

し
て
い
る
も
の
を
、
こ
の

「韓
図
古
典
叢
書」

本
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

い
る
た
め
(
た
だ
し
色
は
縫
え
て
い
な
い
)
、
こ
れ
も
古
典
刊
行
舎
本
の

再
影
印
と
み
て
開
遣
い
な
か
ろ
う
。

⑤

「
正
徳
本
」
と
よ
ぶ
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
肢
に
「
正
徳
壬
申
ー一

と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
正
徳
本
」
即
ち
中
宗
七
年
刊
本
は
、

今

西
龍
氏
に
よ
れ
ば

「現
在
余
の
知
る
限
り
に
於
て
は
、
慶
州
玉
山
の
李
氏

に
完
本
を
識
し
、
其
他
朝
，鮮
総
督
府
、
京
都
帝
園
大
皐
、
玉
山
書
院
、
及

び
前
回
公
爵
家
に
零
本
を
蔵
す
る
に
す
ぎ
ず
、
体
存
甚
だ
少
し
」
(
「
記
」
、

朝
鮮
史
皐
曾
編
『
一
一
一
園
史
記
』
、
近
淳
書
広
、
京
城
、

一
九
二
八
年
二
月
。

図
書
刊
行
舎
、
一
九
七
一
年
七
月
覆
刻
〔
三
版
〕
。
景
仁
文
化
社
、
ソ
ウ

ル
、
一
九
七
二
年
一
月
稜
刻
〔
初
版
〕
)
と
い
う
。
そ
の
後
夜
見
さ
れ
た

も
の
も
あ
ろ
う
が
、
現
在
に
お
い
て
も
「
完
本
」
は
玉
山
李
氏
本
以
外
に

な
い
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
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な
お
右
に
京
都
帝
園
大
泉
に
議
す
る
と
あ
る
零
本
は
、
河
合
弘
民
氏
沓

蔵
本
で
、
現
在
京
都
大
皐
附
属
圃
書
館
が
所
蔵
す
る
〈
請
求
記
披
河
合

文
庫
/
サ
/
日
〉
。
四
冊
(
巻
二
O

J
巻
二
六
、
巻
三
二
J
巻
一
一
一
七
、
巻

三
八
l
各
四
四
、
品
位
四
五
J
巻
五

O
)
を
俸
え
る
の
み
だ
が
、
玉
山
李
氏

本
に
破
損
の
あ
る
巻
二
六
を
完
存
し
(
圃
版
4
参
照
〉
、
雨
者
を
あ
わ
せ

れ
ば
中
宗
七
年
刊
本
の
原
形
を
窺
い
得
る
。

ま
た
前
回
公
爵
家
に
蔵
す
る
と
い
う
零
本
は
、
現
在
東
京
駒
場
の
前
田

育
徳
禽
・
傘
経
閣
文
庫
に
所
蔵
。
そ
れ
を
底
本
と
し
て
文
科
大
皐
史
誌
叢

書
コ
ニ
園
史
記
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
一
一
一
一
年
一
一
一
月
〉
を
校
訂
し
た

87 

坪
井
九
馬
三
氏
の
例
言
に
よ
れ
ば
「
所
闘
者
・
巻
一
・
巻
ニ
・
巻
廿
三
至

巻
廿
九
・
巻
三
十
四
至
巻
三
十
六
・
巻
四
十
九
巻
五
十
・
凡
十
四
巻
」
と

い
う
。

⑦
こ
れ
は
、
や
は
り
を
末
を
存
す
河
合
文
庫
本
(
前
註
参
照
)
で
も
同
じ

で
あ
り
、
決
し
て
玉
山
李
氏
本
の
紋
落
で
は
な
い
。

⑧
『
三
園
遁
事
』
の
「
正
徳
本
」
即
ち
中
宗
七
年
刊
本
に
は
、
天
理
圃
書

館
所
蔵
本
ハ
今
西
龍
氏
葎
蔵
、
安
鼎
一
繭
手
津
本
)
と
、
ソ
ウ
ル
大
串
校
中

央
園
書
館
所
蔵
本
と
が
あ
り
(
田
中
俊
明
「
朝
鮮
古
代
史
研
究
の
基
本
史

料
」
『
歴
史
公
論
』
四
巻
九
時
抗
〔
雄
山
閥
、
一
九
七
八
年
九
月
〕
特
集
関

係
文
鰍
解
説
、
参
昭
一
〉
、
前
者
の
影
印
と
し
て
は

ω「
京
都
帝
園
大
拳
文

皐
部
叢
書
」
第
六
、
京
都
帝
園
大
皐
文
相
学
部
、
一
九
一
一
一
年
三
月
例
古

典
刊
行
禽
、
京
城
、
一
九
=
三
年
九
月
帥
「
拳
東
叢
書
」
第
二
、
皐
習

院
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
四
年
一
月

(ωを
縮
小
再
影
印
〉
の
三
種

が
あ
り
、
後
者
の
影
印
と
し
て

ω「
韓
図
古
典
叢
書
」

1
、
民
族
文
化
推

進
舎
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
三
年
五
月
、
が
あ
る
。

⑨
「
文
科
大
皐
史
誌
叢
書
」
本
は
、
玉
山
李
氏
本
と
同
板
の
「
加
資
本
」

(
傘
経
閣
文
庫
本
〉
を
底
本
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
巻
末
即
ち
金
居
斗
肢

を
敏
い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
ハ
註
⑤
参
照
)
、
「
〔
加
賀
本
〕
古
色
蒼
然
、

恐
李
総
一
幅
刊
本
失
」
(
坪
井
九
馬
一
一
一
「
校
訂
三
園
史
記
銭
」
〉
と
認
定
し
、

巻
末
に
李
総
一
隅
政
・
官
衡
を
補
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
射
し
前
開
恭
作
氏
は

「
坪
井
氏
は
此
書
を
三
園
遣
事
と
同
時
に
李
縫
福
の
刻
し
た
る
も
の
と
断

定
し
た
れ
ど
も
縫
一
帽
に
は
雨
量
回
刊
刻
の
志
あ
り
て
遺
事
は
之
を
刻
成
し

た
る
こ
と
そ
の
遺
事
政
に
明
な
れ
ど
も
此
本
は
そ
の
手
に
成
り
た
る
に

非
る
ベ
し
」
「
叉
政
語
等
も
な
き
も
の
な
れ
ば
こ
れ
は
後
に
任
に
慶
州

に
あ
り
た
る
何
人
か
が
其
の
意
思
を
つ
ぎ
て
刻
出
し
た
り
と
見
る
べ
き
が
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如
し
L

(

前
開
恭
作

『
古
鮮
冊
諮
』
第
二
冊
、
東
洋
文
庫
叢
刊
第
十
一
、

一
九
五
六
年
三
月
、
六
七
三
頁
)
と
、
政
の
な
い
こ
と
を
一
つ
の
理
由
と

し
て
(
註
⑧
参
照
)
坪
井
氏
の
認
定
に
異
を
唱
え
、
さ
ら
に
李
総
一
臓
の
刊

刻
そ
の
も
の
が
な
か
っ
た
と
み
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
板
心
の
表
記
か
ら

す
れ
ば
、
李
鵬
醐
一
施
政
は
む
し
ろ
『
三
園
史
記
』
の
肢
と
い
っ
て
も
よ
く
、

践
が
な
い
と
い
う
の
は
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
、
践
が
『
三
園
遺
事
』
に
附

さ
れ
て
存
在
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
宗
七
年
の
板
刻
の
経
綿
を
知
り
得
る

と
し
て
も
、
玉
山
李
氏
本
(
お
よ
び
そ
れ
と
同
じ
板
)
が
中
宗
七
年
刊
本

で
あ
る
と
の
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
と
り
あ
え
ず
は
、
金
居
斗
の
太
組
三

年
の
刊
記
に
誤
刻
が
あ
る
た
め
太
租
三
年
刊
本
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
、
お
よ
び
こ
の
抜
に
よ
り
確
か
に
中
宗
七
年
に
板
刻
が
な
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
玉
山
李
氏
本
の
停
来
が

一
六
世
紀
以
前
に
遡
り
得

る
こ
と
、
そ
れ
に
こ
の
二
回
の
聞
に
板
刻
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
(
註
⑫
参
照
)
が
傍
設
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

な
お
前
開
氏
の
コ
二
圏
史
記
』
の
項
(
同
音
一
日
六
七
一

J
四
頁
)
に
は
誤

解
が
多
く
w

注
意
を
要
す
る
。

也

猛

然

の

こ
と
な
が
ら
、

『
三
図
遺
事
』
の
中
宗
七
年
の
板
刻
に
つ
い
て

知
る
こ
と
に
も
な
る
。

⑪
官
衝
は
左
か
ら
逆
に
よ
む
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
逆
に
記
す
の

は
、
例
え
ば
『
拙
襲
千
百
』
(
一
一
一
一
五
四
年
、
耳
目
州
開
板
)
や
『
東
京
雑

記
』
(
一
六
六
九
年
、
慶
州
都
護
府
使
関
周
回
先
刊
)
な
ど
数
多
い
。

⑫
『
慶
州
先
生
案
』
(
許
輿
植
編
『
斡
圏
中
世
祉
禽
史
資
料
集
』
〔
亜
細
亜

文
化
社
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
六
年
五
月
〕
所
枚
影
印
本
に
縁
る
)
二
二
九

頁。

⑬
『
慶
尚
道
管
主
題
名
記
』
(
内
題
。
外
出
旭
は
『
道
先
生
案
』
。
許
興
植
編

『
韓
圏
中
世
社
舎
史
資
料
集
』

頁。

⑬
官
階
は
『
経
園
大
典
』
(
一
四
八
五
年
成
立
)
巻
て
吏
典
、
京
官
職
、

に
よ
る
。

⑮
都
事
は
『
経
園
大
典
』
巻
て
吏
典
、
外
官
職
、
慶
向
道
の
項
に
よ
れ

ば
従
五
口
問
相
嘗
で
あ
り
、
「
階
卑
職
高
則
稽
守
」
(
向
、
京
官
職
〉
で
あ

る
か
ら
、
承
議
郎
の
時
は

「守
都
事
」
で
あ
っ
て
も
、
奉
直
郎
に
な
れ
ば

「都
事
」
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
官
衡
に
よ
る
限
り
奉
直
郎

も
「
守
都
事
」
の
よ
う
で
あ
る
(
侠
後
考
)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
承
議
郎

の
時
は
「
守
都
事
」
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
「
都
事
」
と
記
す
『
題
名

記
』
は
、
省
略
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
朴
後
の
前
後
で
は
例
え
ば
「
行

都
事
」
で
あ
る
は
ず
の
朝
奉
大
夫
(
従
四
品
)
魚
得
江
も
「
都
事
」
で
あ

る
し
(
三
五
六
頁
〉
、
朴
後
よ
り
低
階
の
宣
教
郎
(
従
六
ロ
巴
林
鵬
も
「
都

事
」
で
あ
る
(
一一一
六
一
頁
)
。
た
だ
し
「
守
都
事
承
訓
郎
梁
舜
卿
」
(
一一一五

二
頁
)
や
「
行
都
事
朝
奉
大
夫
金
克
ご
さ
一
六
六
頁
)
と
い
う
よ
う
に

正
確
に
記
す
場
合
も
あ
り
、
省
略
す
る
の
を
通
例
と
し
た
わ
け
で
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。

⑮
慶
州
府
の
事
業
で
あ
る
か
ら
、
府
内
の
諸
邑
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
例
え

ば
『
臨
風
向
道
地
理士
山
』
(
朝
鮮
総
督
府
中
福
院
調
査
課
編
〔
葛
城
末
治
校

訂
〕
『
校
訂
慶
街
道
地
理
志
・
慶
尚
道
惜
相
撲
地
理
志
』
、
朝
鮮
総
督
府
中
橿

院
、
京
城
、
一
九
三
八
年
三
月
〔
弗
成
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
六
年

九
月
覆
刻
〕
に
擦
る
)
に
は
慶
州
府
の
廊
燃
と
し
て
安
康

・
杷
渓

-一
脚
光

・
慈
仁
の
四
豚
を
あ
げ
、
以
下
部
曲
四
、
騨
八
を
記
す
が
(
二
四
頁
)
、

「
列
ロ
巴
」
が
府
の
主
邑
以
外
に
ど
の
範
闘
ま
で
を
指
す
か
は
、
も
と
よ
り

明
ら
か
で
な
い
。

〔
前
註
〕
所
牧
影
印
本
に
嬢
る
〉
三
五
七
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⑫
太
組
三
年
の
金
居
斗
の
刊
記
を
保
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

以
前
の
板
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
、
ま
た
李
総
一
繭
抜
に
「
他
無
所
刊
」
と

あ
る
の
を
信
じ
れ
ば
、
そ
れ
以
後
中
宗
七
年
に
至
る
ま
で
に
板
刻
は
な
さ

れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

⑬
今
西
龍
氏
は
「
正
徳
刊
本
三
園
遺
事
に
就
て
」
(
今
西
龍
若
・
今
西
春

秋
編
『
高
麗
及
李
朝
史
研
究
』
、
図
書
刊
行
曾
、
一
九
七
四
年
一
一
月
〔
初

出
、
『
典
籍
之
研
究
』
五
銑
・
六
務
、
一
九
一
一
六
年
一

O
月
・
一
九
二
七
年

八
月
〕
V

で
「
正
徳
新
刊
の
底
本
と
な
り
し
権
穣
の
提
出
せ
し
本
文
は
、

李
朝
刊
本
即
ち
奮
式
板
の
完
備
せ
し
も
の
か
、
或
は
更
に
一
代
を
湖
り
て

高
麗
刊
本
の
完
備
せ
し
も
の
な
る
か
」
を
問
題
と
し
、
「
所
調
醤
式
板
の

完
備
せ
し
も
の
な
り
と
す
る
に
は
、
多
少
の
疑
な
き
に
あ
ら
ず
と
す
る
に

止
め
て
、
更
に
後
日
の
考
究
を
侠
つ
の
外
な
き
な
り
」
と
す
る
(
一
一
四

1
五
頁
)
。
コ
ニ
園
遣
事
』
に
つ
い
て
は
な
お
考
究
の
必
要
も
あ
ろ
う
が
、

『
三
園
史
記
』
の
場
合
は
本
文
の
通
り
で
よ
か
ろ
う
。

⑬
こ
の
関
金
三
七
糞
の
う
ち
飲
字
も
墨
格
も
み
ら
れ
な
い
の
は
、
巻
五
の

第
一
二
葉
・
第
一

九
葉
・
第
二

O
葉
(
末
葉
)
、
を
六
の
第
三
葉
J
第
七

業

・
第
九
葉
・
第
一
一
葉
の
み
で
あ
り
、
残
る
二
七
業
に
み
ら
れ
る
(
表

3
参
照
〉
。

③
河
合
文
庫
本
に
は
破
損
が
な
い
。
註
⑥
参
照
。

@
例
え
ば
、

行
数
の
異
な
る
願
宗
貫
録
字
本
(
第
3
項
参
照
)
は
、
板
心

か
ら
離
れ
て
い
る
(
註
@
参
照
〉
。

②

一
行
を
一

八
字
と
み
て
(
ま
れ
に
一
七
字

・
一
九
字
も
あ
る
〉
飲
字
数

を
算
え
た
。
以
下
同
じ
。

@
『
資
治
通
鑑
』
省

一
九
五
、

唐
紀
一
て
太
宗
中
之
上
、
貞
淑
一
四
年

二
月
丁
丑
係
。

@
例
え
ば

「
文
科
大
皐
史
誌
叢
書
」
本
(
註
⑤
所
掲
〉
は
「
高
⑧
@
蕃
」

と
補
い
、
頭
註
に
「
昌
吐
二
字
、
嬢
資
治
通
鑑
補
之
」
と
記
す
。
朝
鮮
史

A

A

品

皐
禽
本
(
註
⑥
所
掲
〉
は
「
古
同
昌
口
吐
蕃
」
と
す
る
(
ム
は
原
文
通
り
)
。

③
『
三
園
史
記
』
巻
四
て
列
惇
第
て
金
庚
信
上
に
は
「
王
叉
奔
庚
信

岳
向
上
州
将
軍
、
令
拒
之
、
庚
信
関
命
卸
駕
、
不
見
妻
子
、
逆
撃
百
済
軍
定

之
、
斬
首
二
千
級
」
と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
充
分
推
定
で
き
よ
う
。

⑧
顛
宗
貫
録
字
本
に
は
「
庚
信
」
と
あ
る
。

@
「
棋
(
『
集
韻
』
、
大
杓
也
)
李
」
で
は
明
ら
か
に
お
か
し
く
、
頼
宗
貧

録
{
子
本
は
正
し
く
「
桃
」
と
し
て
い
る
(
婆
裟
尼
師
今
二
三
一
年
篠
〉
。
な

お
以
下
の
掌
例
の
検
出
は
、
「
韓
園
古
典
叢
書
」
本
(
註
②
所
掲
)
の
校

勘
を
参
考
に
し
た
。

②
諸
活
字
本
は
正
し
く
「
子
」
と
し
て
い
る
(
奈
解
尼
師
今
即
位
紀
)
。

③
同
じ
行
の
下
に
も

「角
千
金
仁
問
」
と
あ
る
。
大
角
干
・
角
干
は
新
羅

の
官
位
で
あ
る
。
願
宗
貧
鍛
字
本
は
正
し
く
「
干
」
と
し
て
い
る
(
文
武

王
八
年
六
月
一
一
一
日
僚
)
。

③
額
宗
貫
録
字
本
は
正
し
く
「
改
」
と
し
て
い
る
(
聖
徳
王
即
位
紀
)
。

@
こ
の
頃
の
生
員
に
劃
す
る
許
債
と
し
て
『
燕
山
君
日
記
』
巻
四
九
、
九

年
(
一
五

O
一
一
一
)
一
一
一
月
庚
辰
僚
に
「
寧
器
寺
主
簿
李
允
純
日
:
:
:
然
名
雄

生
員
進
士
、
而
不
解
句
讃
者
、
向
多
有
之
」
と
あ
る
。

@
ω
「
欽
」
「
員
欽
」
と
い
う
人
名
の
一
部
。
員
欽
は
例
え
ば
径
六
、

第
二
葉
右
五
行
に
み
え
る
。
顕
宗
貫
録
字
本
は
「
欽
」
と
す
る
(
太
宗
武

烈
王
八
年
四
月
一
九
日
僚
〉
。

ω
「
建
」
「
即
募
律
見
」
と
い
う
箇
所
で
、
本
来
は
「
健
児
」
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
「
健
」
と
す
る
と
遣
い
が
大
き
い
の
で
「
建
」
と
よ

み
、
「
健
」
の
省
蜜
と
考
え
て
お
く
。
「
文
科
大
祭
史
誌
叢
書
」
本
(
註
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⑤
所
掲
)
は
「
律
」
と
よ
み
、
頭
註
で
「
律
、
徳
之
省
謹
」
と
し
て
い
る

(
文
武
玉
一
一
年
七
月
一

一六
日
係
、
「
大
王
報
書
云
」
の
「
至
〔
頼
度
〕

六
年
」
の
部
分
)
。

ω
「
運
」
「
金
欽
運
」
と
い
う
人
名
の

一
部
。
金
欽
運
は
例
え
ば

巻
八
、
第
六
業
左
三
行
に
み
え
る
。
諸
活
字
本
は
「
運
」
と
す
る
(
神
文

玉
三
年
二
月
僚
)
。

③
高
麗
王
の
議
は
『
高
麗
史
』
世
家

・
『
古
河
麗
史
節
要
』
に
錬
る
。

⑧
遊
詩
字
形
(
改
字
も
含
め
)
の
例
示
は
「
文
科
大
皐
史
誌
叢
書
」
本

(
註
⑤
所
掲
〉
の
「
例
言
」
に
み
え
る
。

⑤
た
だ
し
書
篤
人
あ
る
い
は
刻
手
に
よ
っ
て
は
、
正
し
く
讃
み
と
っ
て

(
更
に
は
依
筆
を
正
字
に
復
し
て
)
い
る
例
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
(
註
③

の
員
欽

・
金
欽
運
と
す
る
例
な
ど
〉
。

⑧
前
関
恭
作
氏
は

「繕
一
踊
は
慶
詩
集
等
の
編
刊
あ
り
相
嘗
文
筆
趣
味
の

人
な
れ
ば

此
本
を
そ
の
刊
刻
と
し
て
は
受
取
れ
ず
」
(
前
閲
恭
作
『
古

鮮
冊
諮
』
第
二
冊
〔
註
⑨
所
掲
〕
六
七
三
頁
)
と
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な

稚
拙
さ
を
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
(
註
⑨
参
照
)
、
李
総
一
磁
刊
で
あ
る

こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。
し
か
し
践
の
存
在
な
ど
か
ら
や
は
り
李
総
一
繭
刊

と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
稚
拙
さ
を
許
し
た
理
由
と

し
て
、
彼
が
そ
の
在
任
期
間
中
に
刻
成
さ
せ
よ
う
と
急
い
だ
か
ら
で
は
な

い
か
と
想
定
し
て
み
た
い
(
彼
の
穂
任
は
、
本
文
所
掲
の
『
慶
州
先
生

案
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
完
成
後
三
筒
月
の
「
・炎
酉
一
一
一
月
二
十
五
日
」

で
あ
っ
た
)
。

⑨
『
慶
向
道
管
主
題
名
記
』
(
註
⑬
所
掲
)
=
三
九
頁。

③
『
李
朝
太
粗
大
王
貫
録
』
巻
二
、
元
年

一
二
月
壬
子
僚
に
「
慶
尚
道
按
厳

沈
孝
生
」
が
、
同
巻
三
、
二
年
三
月
辛
商
僚
に
「
慶
尚
道
按
廉
使
沈
孝
生
」

が
そ
れ
ぞ
れ
み
え
て
い
る
。

⑧
藤
田
亮
策
「
讃
史
閑
話
」
付
(
同
氏
『
朝
鮮
皐
論
考
』
、
藤
田
先
生
記

念
事
業
曾
、
一
九
六
三
年
三
月
〔
初
出
、
『
書
物
同
好
曾
曾
報』

三
械
、

同
舎
、
京
城
、
一
九
三
九
年
三
月
。
筆
名
、

詑
賂
山
房
皐
人
〕
〉
に
、
「
経
由

主
先
生
案
に
は
「
機
知
」
た
る
こ
と
を
省
略
し
て
居
る
」
と
あ
る
(
四
六

六
頁
〉
。
た
だ
、

『
省
主
題
名
記
』
に
お
い
て
、
雀
得
閥
よ
り
一

O
行
後

に
、
「
機
知
経
歴
」
と
記
す
例
が
あ
り
、
省
略
が
通
例
で
あ

っ
た
わ
け
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

⑬
藤
田
亮
策
氏
は
「
右
谷
議
が
正
し
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
」
(
前
註
論

文
、
四
六
六
頁
)
と
す
る
。

⑪

観
察
使
の
こ
う
し
た
職
任
に
つ
い
て
は
、
張
灼
仁
「
朝
鮮
初
期
判
観

察
使
」
(
『稼
園
史
論
』
4
、

ペ
合
大
皐
校
人
文
大
製
図
史
謬
科
、
ソ
ウ

ル、

一
九
七
八
年
三
月
)
を
参
照
。

@

藤

田
亮
策
氏
に
よ
れ
ば
、
「
玉
山
書
院
本
」
は
正
し
く
記
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
(
註
⑨
論
文
、
四
六
六
頁
て
そ
れ
な
ら
ば
玉
山
李
氏

本
と
は
別
の
板
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
要
確
認
可

⑬
藤
田
亮
策
氏
は

「通
行
本
三
園
史
記
に
は
聞
聞
は
「
嘉
術
大
夫
慶
尚
道

都
観
察
知
捗
事
粂
経
金
玉
集
鴎
験
動
農
管
皐
土
提
調
刑
獄
第
八
中
書
植
院

事
」
と
何
の
こ
と
か
誇
の
分
ら
ぬ
官
秩
を
陳
列
し
て
居
る
が
正
徳
刊
本
の

印
刷
の
悪
い
も
の
を
勝
手
に
解
蝿
押
し
た
も
の
で
、
正
徳
刊
本
が
既
に
細
字

の
古
板
本
を
課
潟
し
た
も
の
が
あ
り
、
迭
に
か
か
る
結
果
に
立
至
っ
た
の

で
あ
」
る
と
し
、
更
に
「
若
し
史
記
本
文
の
中
に
、
是
ほ
ど
の
誤
字
誤
譲

が
あ
り
と
考
え
た
ら
、
私
達
の
此
書
に
糾
問
す
る
考
を
愛
更
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
」
と
い
う
(
註
⑧
論
文
、
四
六
五
J
六
頁
。
園
黙
藤
田
氏
)
。

右

の
「
、
通
'
行
木
」
と
は
頗
宗
寅
録
字
木
(
次
項
参
照
〉
を
指
す
と
思
わ
れ
る
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が
、
「
是
ほ
ど
の
誤
字
誤
讃
が
あ
」
る
の
は
、
こ
こ
が
特
別
に
細
か
い
た

め
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
誤
字
謀
議
が
全
健
に
及
ぶ
と
み
る
必
要
は
な
か

ろ
う
。
な
お
中
宗
七
年
刊
本
で
は
、
各
巻
頭
第
二
行
に
あ
る
べ
き
金
富
紙

の
官
職
を
削
っ
て
し
ま
っ
た
と
恩
わ
れ
る
単
位
が
多
い
が
(
田
中
俊
明
「
『
一
一
一

園
史
記
』
撰
進
と
『
醤
三
園
史
』
」
〔
『
朝
鮮
皐
報
』
八
三
輯
、
一
九
七
七

年
四
月
〕
五

O
頁
註
回
参
照
)
、
こ
れ
も
一
行
に
五
六
字
と
い
う
細
か
さ

に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑭
『
慶
向
道
地
理
士
山
』
(
註
⑮
所
掲
)
に
、
「
大
尉
王
時
至
大
戊
申
(
一
一
一
一

O
八
)
改
〔
東
京
留
守
官
〕
穏
砲
弾
林
府
、
升
降
事
跡
未
詳
、
本
朝
太
宗
時

乙
未
(
一
四
一
五
〉
復
稽
慶
州
府
」
と
あ
る
(
-
一
一
一
一
頁
〉
。

@
例
え
ば
金
斗
鍾
『
韓
園
古
印
刷
技
術
史
』
〈
探
求
堂
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七

四
年
一

O
月
〉
一
一
一
一
二
頁
に
「
太
組
3
年
(
洪
武
2
7
年、

1
3
9
4
〉

4
月
に
難
林
府
で
重
刊
し
た
三
園
史
記
」
と
あ
り
(
(
〉
内
、
金
氏
て

ま
た
近
刊
の
李
丙
蕪
謬
註
『
一
一
一
園
史
記
』
(
乙
酉
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
、
一

九
七
七
年
七
月
)
園
誇
篇
で
も
金
居
斗
践
の
「
府
」
に
「
〈
慶
州
府
〉
」
と

註
記
し
て
い
る
(
七
三
七
頁
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑮
藤
田
亮
策
氏
に
よ
っ
て
、
一
九
三
九
年
に
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
り
、
「
最
近
末
松
君
〈
保
和
氏
)
の
注
意
に
よ
っ
て
」
詮
索
し
た
結

果
で
あ
る
と
い
う
(
註
⑧
一
論
文
、
四
六
四
頁
)
。
ま
た
近
年
で
も
沈
隅
俊

「
「
三
園
史
記
」
州
閥
幹

U

研
究
|
|
。
史
料
的
債
値
引
「
稀
薄
性
。
叶

吋
せ
異
見
|
|
」
(
『
号
司
王
ぺ
是
旦
』
一

O
各
九
続
、
大
韓
民
園
園
舎

間
書
館
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
三
年
一
一
月
)
の
指
摘
が
あ
る
(
九
頁
〉
。

な
お
同
論
文
の
入
手
に
は
、
河
政
植
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
し
た
い
。

『
経
園
大
典
』
巻
て
吏
典
、
外
官
職
、
慶
尚
道
の
項
、
従
二
品
に

@ 

「府
予
一
員
慶
州
」
と
あ
り
、
慶
尚
道
で
は
慶
州
府
(
一
四
一
五
年
ま
で

難
林
府
。
註
⑭
参
照
〉
の
み
が
府
罪
で
あ
っ
た
(
『
慶
州
先
生
案
』
に
よ
れ

ば
、
牧
使
〔
一
六
五

O
年
J
一
六
五
九
年
〕
・
府
使
〔
一
六
六
五
年
l
一

六
七
九
年
〕
を
稽
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
除
け
ば

一三

O
八
年

に
難
林
府
と
改
稿
し
て
以
後
、
一
八
九
四
年
に
至
る
ま
で
府
罪
を
稽
し

た
〉
。
な
お
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
大
都
議
府
使
・
牧
使
は
正
三
品
、
都
護

府
使
は
従
三
口
聞
で
あ
る
。

⑬
『
慶
州
先
生
案
』
〈
註
⑫
所
掲
)
の
嘗
該
僚
に
は
府
予
と
し
て

余
光
麿
(
壬
申
二
月
一
四
日
J
笑
酉
正
月
一
一
六
日
)

安
敬
良
(
葵
百
五
月
二
五
日
J
同
年
九
月
〉

雀
雲
海
(
葵
一
酉
一

O
月
一
一
日
J
乙
亥
二
月
一

O
日〉

が
記
さ
れ
て
い
る
(
一
九
八
J
九
頁
〉
。

⑬
主
に
『
慶
尚
道
地
理
士
山
』
(
註
⑬
所
掲
)
に
嬢
る
が
、
不
明
瞭
な
場
合

に
は
『
李
朝
世
宗
大
王
寅
録
』
袋
一
四
八
J
一
五
五
、
地
理
志
(
以
下
、

『
世
宗
貧
録
地
理
志
』
。
慶
尚
道
は
巻
一
五

O
)
に
嬢
る
。
順
序
は
そ
の

掲
載
順
。
掲
載
箇
所
は
次
の
通
り
。
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本
上
段
、
朝
鮮
総
督
府
中
極
院
調
査
課
編

〔葛
城
末
治
校
訂
〕
『
校
訂
世

宗
質
録
地
理
志
』
、
朝
鮮
総
督
府
中
福
院
、
京
城
、
一
九
三
七
年
三
月
。

下
段
、
「
鼠
中
東
叢
書
」
第
十

『
世
宗
貫
録
地
理
志
(
李
朝
貫
録
別
冊
〉
』
、

準
習
院
東
洋
文
化
研
究
所
、

一
九
五
七
年
三
月
。

@

『
慶
尚
道
地
理
士
ど
に
は
「
本
朝
太
宗
代
歳
在
甲
午
」
(
一
四

一
四
〉

と
あ
る
。

@

『
世
宗
貫
録
地
理
士
山
』
に
は

「忠
穆
王
戊
子
」
(
一
一
一
一
四
八
)
と
あ
る
。

@
『
世
宗
貫
録
地
理
志
』
に
は
「
忠
宣
王
二
年
庚
戊
(
一
三
一

O
)
汰
新

牧
、
降
魚
京
山
府
」
と
あ
る
。
な
お
註
@
J
@
の
係
年
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
い
ず
れ
が
正
し
い
か
、
ご
敬
一
亦
を
侠
ち
た
い
。

@

藤

田

一先
策
氏
は
こ
の
う
ち

ω順
興
府
を
あ
げ
ず
、
か
わ
り
に
密
陽
府
・

向
州
府
を
あ
げ
て
い
る
(
註
@
論
文
、
四
六
六
頁
〉
。
し
か
し
密
陽
府
は
、

『
皮
肉
道
地
理
士
山
』
に
「
本
朝
太
祖
代
洪
武
壬
申
(
一
三
九
二
)
還
震
密

城
郡
、
甲
戊
(
一
三
九
四
)
以
朝
廷
使
臣
賞
官
金
仁
甫
之
郷
、
復
盛
岡
密
陽

府
」
と
あ
り
(
一
一
一
一
二
頁
〉
、
『
李
朝
太
組
大
王
貫
録
』
径
五
、
三
年
二
月
乙

酉
僚
に
も
「
殴
密
陽
郡
魚
府
」
と
あ
る
か
ら
、
太
組
元
年
か
ら
三
年
二
月

ま
で
は
密
減
郡
で
あ
っ
た
し
、
向
州
も
「
盤
(
願
か
)
宗
時
、
明
梢
向
州

牧
、
本
朝
因
之
」
と
あ
る
よ
う
に
〈
一
二
九
頁
)
、
ず
っ

と
牧
で
あ

っ
た

か
ら
、
い
ず
れ
も
傑
件
に
あ
わ
な
い
。
な
お
沈
隅
俊
氏
は

ω安
東
大
都
護

府
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
が
(
註
⑬
論
文
、
九
頁
)
、
も
と
よ
り
不
充
分

で
あ
る
。

@

『安
東
府
輿
地
誌
』
(
潟
本
。
今
西
龍
氏
柿
陶
磁
、
天
理
闘
書
館
現
蔵
。

註
@
・
@
に
記
す
邑
誌
全
て
同
じ
)
先
生
案
の
項
。
「
至
大
戊
申
(
一
一
一
一

O
八
)
魁
任
」
の
牧
使
組
側
以
下
を
連
絡
し
て
著
録
。

@

『
星
州
牧
誌
』
官
績
、
先
生
案
に
は

「
李
伝
言
商
品
舵
太
印刷
紛
」
以
下
を
者

録
す
る
が
、
全
て
で
は
な
く
、
こ
の
李
混
も
も
れ
て
い
る
。

@
『
安
東
銀
管
寧
海
都
護
府
誌
』
宣
蹟
は
金
守
雌
(
高
一
腿
仁
宗
代
の
人
)

以
下
を
、
墨
画
州
銀
E

白
州
牧
邑
誌
』
宣
蹟
、
邑
先
生
は
「
新
緩
向
祭
」
以

下

(
「
木
朝
」
は
雀
溜
以
下
)
を
そ
れ
ぞ
れ

著
録
し
て
い
る
が
、
網
疑
的

で
は
な
く
在
任
年
代
も
硲
定
で
き
な
い
た
め
、
陳
義
景

・
金
居
斗
の
名
が

み
え
な
く
て
も
、
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
『
順
輿
府
誌
』
官
蹟
は

「
本
朝
」
に
李
甫
欽
以
下
を
著
録
す
る
が
、
李
甫
欽
は
「
景
泰
丙
子
(
一

四
五
六
)
守
本
府
」
と
あ
り
、
次
の
「
爾
閥
抗
宍
亥
」
三
六
八
三
〉
到
任

の
韓
翠
輔
以
下
を
連
絡
し
て
載
せ
る
の
み
で
あ
り
、
『
金
海
銀
金
海
都
議

府
邑
誌
』
先
生
案
に
は
「
壬
辰
兵
火
焼
失
無
停
、
庚
午
三
六
三

O
)
府

使
順
陽
君
安
夢
予
修
正
」
と
の
説
明
が
あ
る
よ
う
に
、
李
朝
初
に
つ
い
て

は
知
り
得
な
い
。

@
こ
の
四
府
の
う
ち
、
板
刻
の
停
統
と
い
う
面
か
ら
い
え
ば
、

ω耳
目
陽
大

都
議
府
が
筆
頭
で
あ
ろ
う
。
同
府
開
板
の
例
と
し
て
は
、
「
元
貞
閲
」
(
一

二
九
五
J

一
二
九
七
〉

の
『
帝
王
績
記
』
、
「
至
正
十
四
年
」
(
一
一
一
一
五
四
)

の

『
拙
瑛
千
百
』
、「
洪
虎
(
武
)
四
年
」
(
一
一
一
一
七
一
〉
の

『
中
庸
朱
子
或

問
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
(
金
斗
鍾
『
緯
闘
古
印
刷
技
術
史
』
〔
註
@
所

錫〕

九
七
J
八
頁
、
千
恵
鳳
「
麗
朝
官
板
考
」
〔
『
人
文
科
皐
』
七
輯
、
成

均
館
大
同
学
校
人
文
科
開
学
研
究
所
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
八
年
七
月
〕
参
照
〉
。

@
こ
の
聞
に
「
罷
按
殿
、
復
観
察
鰍
捗
使
」
と
あ
る
(
『
李
朝
太
租
大
王

'
貫
録
』
各
四
、
二
年
九
月
乙
卯
傑
〉
。

@
首
時
の
慶
州
は
難
林
府
と
稽
し
た
が
(
註
@
参
昭
…
)
、
金
居
斗
が
難
林

府
予
で
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
あ
ま
り
拘
わ

る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
難
林
は
本
来
は
!陵
州
の
、
ま
さ
し
く
林
の
名
で
あ

っ
た
が
、
新
経
全
鐙
を
指
す
「
大
難
林
州
都
督」

の
開
閉
械
や
、

古両
麗
を
指

- 92-



93 

す
『
難
林
類
事
』
・
『難
林
士
山
』
な
ど
の
書
名
も
あ
り
、
あ
る
い
は
朝
鮮
全

土
を
意
識
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
一
慮
は
新
濯
の
雅
稽
と

考
え
、
慶
尚
道
く
ら
い
を
指
す
も
の
と
み
て
お
き
た
い
。

@
趨
嫡
舜
氏
私
蔵
書
を
牧
め
た
誠
庵
(
誠
庵
は
越
氏
の
競
)
古
書
博
物
館

に
は
、
そ
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
園
皐
資
料
保
存
曾
編
『
誠
庵
文
庫
典
籍
目

録
』
(
同
舎
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
五
年
五
月
。
同
曾
編
『
韓
園
典
籍
綜
合

目
録
』
の
第
四
舶
に
あ
た
る
〉
六
一
頁
に
、

木
版
、
〔
高
麗
末
期
〕
刊
、
7
巻
1
冊
(
各
μ
H
J
印
)
、
四
周
車
透
、

学
郭
却
・

3
×
口・

3
m
、
有
界
、
宇
葉
9
行
印
字
、
註
繁
行
、
開

有
上
黒
魚
尾
、
お
・
6
×
m
m
、
線
装

紙
質
一
緒
紙

備
考
υ

武
{
子
建
字
を
遊
詩
す
る

と
記
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
あ
わ
せ
て
三
穫
の
コ
一
一
園
史
記
』
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
寅
際
に
は
四
例
み
え
る
が
、
そ
の
二
番
目
、
「
高
麗
刊
、
7
巻

1
冊
(
品
位
μ
H
J
印
)
:
:
:
」
と
あ
る
も
の
は
、
右
に
記
し
た
も
の
(
三
番

目
〉
主
同
じ
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
現
物
は
一
冊
し
か
な
い
。
同
館

の
整
理
番
競
は
三
七
二
一
で
あ
る
。
他
の
二
種
は
、
一
が
穎
宗
貧
録
字
本

で
M
M

巻
8
情
(
巻
幻
J
a
紋
)
、
一
が
「
木
版
(
朝
鮮
朝
前
期
刊
ど
と
い

う
も
の
(
恐
ら
く
中
宗
七
年
刊
本
〉
で
8
巻
1
皿
山
(
巻

n
t
m〉
で
あ
る

(
整
理
番
競
は
前
者
が
三
五
九
、
後
者
が
二
七
一
一
)
。
さ
て
右
に
あ
げ
た

も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
一
九
七
八
年
八
月
に
た
ま
た
ま
寓
目
す
る
機
舎

を
得
、
確
か
に
中
宗
七
年
刊
本
と
は
異
な
る
、
し
か
も
よ
り
良
い
板
本
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
「
吉
岡
麗
末
期
」
と
す
る
に
は
問
題
が
残
る
が
、

あ
る
い
は
太
組
三
年
刊
本
を
指
す
の
か
も
知
れ
な
い
。
で
き
れ
ば
潟
倶
版

の
公
刊
を
ぎ
一む
も
の
で
あ
る
。
な
お
田
中
俊
明
「
ハ
ン
グ
ル
の
薗
に
漢
字

を
求
め
て
」
(
井
上
秀
雄
編
『
日
本
古
代
文
化
の
故
郷
』、
大
和
出
版
、

九
七
九
年
一

O
月
)
参
照。

@
『
李
朝
成
宗
大
王
貧
録
』
巻
七
四
、
七
年
一
一
一
月
丙
戊
傑
お
よ
び
慮
思

恨
「
三
園
史
節
要
築
」
、
徐
居
正
「
三
園
史
節
要
序
」
。
撰
修
の
経
絡
は
鄭

求
一
幅
コ
ニ
園
史
節
要
州
司
せ
史
皐
史
的
考
察
」
(
『
歴
史
教
育
』
一
八

相
料
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
五
年
一
二
月
〉
を
参
照
。

@
こ
こ
で
は
、
亜
細
亜
文
化
社
(
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
三
年
二
月
〉
影
印
本

に
接
る
。
な
お
、
『
三
園
出
人
節
要
』
よ
り
先
に
(
太
宗
三
年
〔
一
四

O
一一
一〕

成
立
)
権
近
ら
に
よ
る
『
一
一
一
園
史
略
』
〈
『
東
園
史
略
』)
が
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
各
三

・
巻
囚
(
新
羅
王
代
で
奈
勿
王
元
年
J
虞
卒
王
末
年
〉
し

か
停
存
会
同
同
麗
大
皐
校
圃
書
館
所
旗
)
し
な
い
(
郷
求
一
隅
「
東
園
史
略
付

叶
社
史
皐
史
的
考
察
」
『
歴
史
皐
報
』
六
八
輯
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
五

年
一
二
月
)
た
め
、
比
較
に
用
い
得
な
い
。

@
『
東
園
通
鑑
』
(
成
宗
二
ハ
年
〔
一
四
八
五
〕
成
立
。
こ
こ
で
は
「
韓

園
皐
基
本
叢
書
」
第
一
四
輯
〔
景
仁
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
四
年
四

月
〕
と
し
て
覆
刻
さ
れ
た
光
文
曾
刊
活
字
本
に
錬
る
〉
は
、
撰
修
の
経
緯

か
ら
み
て
も
(
鄭
求
一
摘
、
註
@
論
文
、
参
照
)
『
三
園
史
節
要
』
に
多
く

を
擦
っ
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
と
り
あ
げ
る
必
要
も
な
い
が
参
考
と
し
て
附

し
て
お
く
。

@
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
て
外
臣
部
三
六
、
備
禦
四
、
貞
観
一
七
年
九

月
僚
。
「
文
科
大
皐
史
誌
叢
書」

本
(
註
⑥
所
掲
〉
の
頭
註
に
も
「
九
月

記
事
、
輿
冊
府
元
亀
全
同
」
と
あ
る
。

@
『
奮
唐
書
』
巻
一
九
九
上
、
列
俸
第
一
四
九
、
東
夷
、
新
羅
。
「
百
済

之
衆
」
(
『
新
唐
書
』
巻
二
二

O
、
列
停
第
一
四
五
、
東
夷
、
新
羅
、
は

「
百
済
」
)
・
「
作
五
言
太
卒
煩
」
(
「
震
煩
」
)
・
「
帝
嘉
之
」
(
「
帝
美
英
意
」
)
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な
ど
の
語
句
が
一
致
す
る
か
ら
『
醤
唐
書
』
に
嬢
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

@
雨
時
四番
の
ほ
か
、
『
文
苑
英
華
』
巻
一
六
七
、
詩
一
七
、
帝
徳
や
コ
ニ

園
遺
事
』
巻
て
紀
異
第
二
、
員
徳
玉
、
な
ど
に
も
み
え
る
が
、
補
充
部

分
が
一
致
す
る
の
は

『
奮
唐
書』

と

『文
苑
英
華
』
の
み
で
あ
る
。

@
本
文
に
記
す
以
外
で
、
関
係
記
事
の
あ
る
も
の
を
順
に
あ
げ
て
お
く
。

ω『
三
園
遺
事
』
巻
て
紀
異
第
二
、
普
徳
王
知
幾
三
事

判
例
『
三
園

史
記
』
巻
四
一

、
列
俸
第
一

、
金
庚
信
上
帥
『
資
治
通
鑑
』
巻
二

O
O、

唐
紀
二
ハ
、
高
宗
上
之
下
、
頼
度
五
年
三
月
係
、
『
三
園
遺
事
』
巻
て

紀
異
第
二
、
太
宗
春
秋
公
帥
『
三
闘
史
記
』
巻
四
七
、
列
惇
第
七
、
官

昌
帥
同
、
匹
夫
同
コ
ニ
園
遺
事
』
巻
一
、
紀
異
第
二
、
太
宗
春
秩
公

な
ど
。

@
前
開
恭
作
氏
は
「
現
存
本
は
第
五
巻
よ
り
第
七
径
の
初
ま
で
に
敏
文
若

干
あ
り
:
:
:
こ
の
敏
文
は
鮮
初
に
撰
成
の
東
園
通
鑑
輿
地
勝
貨
に
此
文
引

用
の
記
事
に
考
ふ
る
に
嘗
時
の
本
に
も
之
れ
あ
り
麗
末
に
権
近
の
撰
せ

る
三
園
史
略
に
も
同
様
な
り
と
見
え
鮮
初
に
は
紋
字
の
原
形
は
知
る
に

由
な
か
り
し
こ
と
剣
然
た
り
な
ほ
此
三
園
史
記
を
引
用
し
た
る
最
奮
の

三
園
遺
事
に
就
て
之
を
検
す
る
に
之
は
明
白
に
指
摘
し
難
き
も
善
徳

王
紀
初
め
の
自
唐
来
牧
丹
花
園
の
記
事
は
こ
の
紋
文
の
本
に
よ
り
て
僻

句
を
つ
ぎ
合
は
せ
た
る
や
に
恩
は
る
き
す
れ
ば
完
全
な
る
初
本
は
麗
朝

江
奉
還
都
頃
に
己
に
失
は
れ
た
り
と
認
め
て
差
支
な
き
が
如
く
一
然
の

見
た
る
も
現
在
本
と
大
差
な
き
不
完
の
本
な
り
し
と
思
は
る
」
と
す
る

(
前
開
恭
作
『
古
鮮
冊
譜
』
第
二
部
〔
註
⑨
所
掲
〕
六
七
二
頁
)
。
前
半
は

と
も
か
く
、
三
園
遣
事
云
々
は
必
ず
し
も
そ
う
考
え
る
必
要
が
な
く
、
別

の
面
か
ら
の
考
究
が
要
求
さ
れ
る
。

@
慶
向
道
の
某
府
で
刻
成
さ
れ
た
も
の
が
慶
州
府
に
移
置
さ
れ
た
わ
け
だ

が
、
そ
れ
は
新
羅
王
都
の
替
地
で
あ
る
慶
州
府
こ
そ
議
置
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
と
認
識
さ
れ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
。
な
お
『
李
朝
成
宗
大
王
貫

録
』
巻
九
、
二
年
(
一
四
七
一
)
正
月
了
亥
僚
に
は
「
惇
子
躍
曹
日
、
諸

道
刊
行
書
冊
板
子
、
守
令
不
用
意
典
守
、
以
致
散
失
、
自
今
弁
録
曾
計
、

新
醤
官
俸
掌
」
と
あ
る
か
ら
、
移
置
は
そ
れ
以
前
か
と
思
わ
れ
る
。

③

印

刷
部
数
に
つ
い
て
、

一
般
的
な
話
で
あ
る
が
、
前
開
恭
作
氏
に
よ
れ

ば

「
活
字
板
か
ら
申
し
ま
す
と
:
・
官
撰
書
の
大
部
分
に
な
っ
た
も
の
は

多
く
二
三
十
部
か
ら
四
五
十
部
の
聞
の
も
の
で
・
:
:
二
百
部
以
上
の
印
刷

を
し
た
も
の
は
、
活
字
の
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
正
宗
朝
に
於
て
す
ら
稀
有

の
例
で
あ
っ
た
・
:
刻
板
の
も
の
に
つ
き
ま
し
で
も
、
其
印
刷
部
数
の
少

い
の
は
活
字
板
に
嬰
り
は
な
い
と
存
じ
ま
す
」
と
い
う
(
前
開
恭
作
述

『
朝
鮮
の
板
本
』
、
松
浦
書
庖
、
一
九
三
七
年
六
月
。
京
都
大
皐
文
皐
部

園
語
皐
園
文
皐
研
究
室
踊
『
前
開
恭
作
著
作
集
出
』

〔
京
都
大
畢
園
文
皐

舎
、
一
九
七
四
年
六
月
〕
所
枚
。
一
一
一
一
一
J
三
頁
〉
。

⑪
『
李
朝
成
宗
大
豆
貫
録
』
巻
一
一
一
一八
二
三
年
二
月
壬
子
篠
お
よ
び

『
前

務
集
』
績
編
巻
て
請
修
撲
御
製
詩
文
及
撲
輯
東
園
勝
寛
等
十
二
事
。

@
例
え
ば
末
松
保
和
「
李
朝
貫
録
考
略
」
(
末
松
保
和

『
育
丘
史
草
第
一
一
』
、

私
家
版
、
一
九
六
六
年
七
月
〔
初
出
、
『
皐
習
院
大
祭
文
聞
学
部
研
究
年

報
』
五
輯
、
一
九
五
九
年
三
月
〕
)
参
照
。

@
『
李
朝
成
宗
大
王
貫
録
』
径
一
四
七
、
一
一
一
一年一

O
月
申
成
候
。
な
お

『
園
朝
質
鑑
』
径
二
ハ
、
同
月
僚
に
は
「
此
可
印
頒
也
」
と
あ
る
。

⑬

『

三
園
史
記
』
は
三
園
の
歴
史
を
記
す
と
は
い
っ
て
も
中
心
は
新
羅
で

あ
り
、
新
羅
王
都
の
替
地
で
あ
る
慶
州
地
方
と
中
央
と
で
は
、
こ
の
蓄
に

謝
す
る
愛
着
も
異
な
っ
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
地
域
差
も
考
慮

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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⑮
別
の
利
用
例
を
一
つ
あ
げ
て
お
く
。
李
篇
コ
二
園
周
後
序
」
(
『
東
文

選
』
巻
九
二
、
序
、
所
枚
)
に
「
歳
丙
子
(
太
租
四
年
〔
二
二
九
六
〕
)
、

寓
居
新
都
、
讃
三
園
史
、
苦
其
繁
多
・
:
」
と
あ
る
。

③
『
李
朝
太
宗
大
玉
貫
録
』
各
六
、
三
年
八
月
己
亥
係
。
撰
修
の
経
緯
は

鄭
求
一
編
、
註
@
論
文
、
参
照
。

@
註
⑪
参
照
。

⑧
『
李
朝
成
宗
大
玉
寅
録
』
径
一
八
て
一
六
年
七
月
甲
成
傑
お
よ
び
徐

居
正
「
進
東
園
通
鑑
築
」
、
李
克
敏
「
東
園
通
鑑
序
」
。

③
『
三
園
史
記
』
に
謝
す
る
批
剣
と
し
て
「
前
朝
文
臣
金
富
紙
輯
而
修

之
、
第
三
園
史
、
乃
倣
透
史
園
別
信
用
書
:
:
:
以
一
歳
而
分
紀
、
以
一
事
而

再
書
・
:
:
簡
秩
繁
多
、
僻
語
重
復
、
翻
者
病
其
記
此
遺
彼
而
難
於
参
究
也
」

(
樺
近
「
一
一
一
園
史
略
序
」
『
陽
村
集
』
巻
一
九
、
序
類
お
よ
び
『
東
文

選
』
径
九
一
、
序
、
所
枚
)
と
か
「
至
鴨
問
侵
伐
災
異
等
事
、
以
一
事
而

墨
書
」
(
徐
居
正
コ
ニ
園
史
節
要
序
」
)
と
あ
り
、
そ
の
黙
を
改
め
る
た
め

に
編
年
健
に
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

@
中
園
に
お
い
て
も
例
え
ば
、
『
南
史
』
『
北
史
』
が
で
き
て
か
ら
は
南

北
朝
各
代
の
正
史
は
讃
ま
れ
ず
、
『
資
治
遁
鑑
』
が
で
き
て
か
ら
は
そ
れ

以
前
の
正
史
は
不
必
要
と
い
わ
れ
た
程
で
あ
っ
た
と
い
う
(
内
藤
湖
南

『
支
那
史
皐
史
』
、
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九

六
九
年
一
一
月
〔
初
出
、
弘
文
堂
刊
、
一
九
四
九
年
五
月
〕
〉
。

@
前
閲
恭
作
氏
は
「
成
化
年
官
印
本
」
と
し
て
、
「
此
書
は
今
存
本
を
見

ず
洪
武
甲
氏
の
刻
本
に
基
く
本
を
印
出
し
た
り
と
思
は
る
」
と
い
う
(
前

閲
恭
作
『
古
鮮
冊
譜
』
第
二
冊
〔
註
⑨
所
掲
〕
六
七
三
頁
〉
。
や
や
あ
い

ま
い
で
あ
る
が
、
「
洪
武
甲
成
の
刻
本
に
基
く
〔
別
の
〕
本
を
〔
刊
し
て
〕

印
出
し
た
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

@
魚
得
江
は
中
宗
五
年
(
一
五
一

O
〉
一
一
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
慶
尚

道
の
都
事
で
あ
っ
た
と
い
う
経
歴
を
も
っ
(
『慶
尚
道
管
主
題
名
記
』
〔
註

⑬
所
掲
〕
コ
一
五
六
頁
〉
。

@
『
李
朝
中
宗
大
王
寅
鍛
』
径
九
八
、
三
七
年
七
月
乙
亥
係
。

@
李
仁
策
「
致
事
撮
要
の
冊
板
目
録
に
つ
い
て
|
附
冊
板
目
録
l
」

(
『
東
洋
拳
報
』
一
一
一

O
巻
二
腕
、
一
九
四
三
年
五
月
)
に
附
す
冊
板
目
録

に
接
る
(
五
四
頁
)
。
李
氏
は
、
そ
の
所
蔵
す
る
(
嘗
時
)
許
釣
績
撰
本

を
「
原
本
」
と
し
て
目
録
の
底
本
に
用
い
、
宋
錫
夏
氏
所
臓
(
嘗
時
)
の

四
本
(
魚
叔
犠
自
身
の
緩
撰
本
〉
を
劉
校
に
用
い
て
い
る
。
「
三
園
史
」

(
李
氏
蔵
本
は
「
三
圏
中
」
と
す
る
〉
の
著
録
は
魚
叔
権
の
績
撰
本
に
も

み
え
る
た
め
、
原
撰
本
に
ま
で
遡
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

@
前
註
参
照
。
た
だ
、
許
翁
綴
摸
本
に
は
別
に
も
う
一
つ
コ
ニ
圏
史
記
」

の
著
録
が
あ
る
。
許
鋳
の
増
補
は
慶
州
の
み
で
も
「
冠
婚
喪
制
儀
」
以
下

一
九
穫
に
及
ん
で
お
り
、
調
査
の
徹
底
に
よ
る
も
の
と
思
う
が
、
こ
の

「
三
園
史
記
」
は
誤
記
で
は
あ
る
ま
い
か
(
例
え
ば
、
「
三
園
史
」
を

「
三
園
中
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
三
圏
中
」
を
「
三
園
史
記
」
と
は

別
の
も
の
と
考
え
た
な
ど
)
。
後
手
記
す
『
東
京
雑
記
』
に
も
「
一
一
一
園
史
」

の
著
録
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

⑧
安
卒
大
君
字
鎧
訓
錬
都
監
字
本
。
「
姿
章
閣
叢
書
」
第
七
ハ
京
城
帝
園

大
拳
法
文
民
宇
部
、
京
城
、
一
九
四
一
年
二
月
〉
と
し
て
影
印
さ
れ
た
『
致

事
撮
要
』
の
接
用
原
本
が
こ
れ
で
あ
る
。

@
こ
こ
で
は
関
周
易
刊
本
(
今
西
龍
氏
蓄
蔵
、
天
理
園
書
館
現
蔵
、
零

本
、
巻
三
の
み
存
〉
に
擦
る
。

@
朝
鮮
群
書
大
系
第
一
一
一
一
輯
(
朝
鮮
古
書
刊
行
曾
、
京
城
、
一
九
一

O
年

一
一
月
)
所
枚
活
字
本
は
「
出
孜
事
撮
要
、
刑
不
用
」
と
す
る
が
、
誤
り
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で
あ
る
。
「
出
孜
事
撮
要
」
と
は
い
っ
て
も
『
致
事
録
要
』
の
記
載
そ
の

ま
ま
で
は
な
く
(
例
え
ば
、
『
晦
策
集
』
や
『
九
経
街
義
』
な
ど
は
、「
浄

惑
寺
所
磁
板
」
の
筒
所
に
み
え
る
)
実
情
に
あ
わ
せ
て
記
し
た
様
子
が
窺

え
る
。

③
こ
の
聞
の
利
用
例
を
一
つ
あ
げ
て
お
く
。

「上
之
二
年
乙
卯

(
粛
宗
元

年
〔
一
六
七
五
〕〉

三
月
上
滑
、
北
崖
老
人
序
子
抵
抗
園
草
堂
」
と
記
す
序
を

も
っ
北
盤
『
撲
園
史
話
』
の
一
二
、
檀
君
記
、
に
「
金
富
紙
、
信
用
仁
宗
修
三

園
史
、
而
二
千
載
往
婁
之
遺
烈
、
閥
而
無
述
:
:
:
」
と
あ
る
。

@
『
順
帯
電
先
生
文
集
』
巻
一

O
、
書
、
東
史
問
答
。

⑧

安

鼎
一
帽
の
奮
臓
で
そ
の
書
き
込
み
の
あ
る
『
三
園
史
記
』
駕
本
が
天
理

園
書
館
に
現
議
す
る
(
今
西
龍
氏
奮
蕨
。
零
本
二
冊
、
巻
一
一
一
一
一
J
四
四

存〉。

@
「
丁
丑
」
と
註
記
の
あ
る
一
一
一
通
の
う
ち
の
は
じ
め
で
、
彼
の
在
世
中

(
一
七
一
二
J
一
七
九

一
〉
の
了
丑
は
こ
の
年
の
み
。
四
六
歳
の
年
に
あ

た
る
。

@
『
韓
圏
古
印
刷
史
』
(
韓
園
図
書
館
患
研
究
舎
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七
六

年
四
月
〔
日
本
語
版
、
同
朋
合
、
一
九
七
八
年
五
月
〕)
二
四
八
J
五一

頁
参
照
。

@

圃
版
3
は
京
都
大
四
月
干
附
属
圏
書
館
所
蔵
本
(
請
求
記
競

5
!日
叩
/
サ

/
1
V
八
行
自
「
阿
波
」
以
下
回
字
、
九
行
自
「
蹟
入
」
以
下
一

O
字

の
紋
字
は
中
宗
七
年
刊
本
で
は
板
心
の
す
ぐ
右
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
行

数
が
多
い
た
め
板
心
か
ら
離
れ
て
い
る
。

@
李
丙
蕪
霧
註
コ
ニ
園
史
記
』
(
註
@
所
掲
)
園
諜
篇
の
解
説
に
枚
録
す

る
「
奮
解
説」

(
博
文
書
館
、
博
文
文
庫
本
、
一
九
四
一
年
)
に
「
鋳
字
木

は
英
租
三
十
六
年
に
印
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
根
擦
は
未
確

認
で
あ
る
が
、
前
開
恭
作
氏
は

「乾
隆
三
十
年
(
英
組
四
一
年
〔
一
七
六

五
〕
)
頃
の
印
本
な
り
・
・
年
代
は
在
山
棲
本
(
前
閲
氏
家
蔵
本
)
の
表

紙
唐
草
史
庫
入
本
の
年
代
委
掌
閣
西
序
入
本
の
部
数
等
に
よ
り
英
租

朝
中
期
以
後
の
末
期
に
近
き
も
の
と
想
定
す
」
(
前
開
恭
作
『
古
鮮
冊
譜
』

第
二
冊
〔
註
⑨
所
掲
〕
六
七
四
頁
)
と
し
て
お
り
、
あ
る
い
は

こ
れ
ら

に
よ
っ
て
確
定
し
得
る
か
。
な
お
、
朝
鮮
光
文
曾
夜
行
の

『
三
園
史
記
』

(
一
九
一
四
年
一
二
月
、
京
城
)
の
を
頭
に
「
一
説
、
額
宗
以
後
有
校
書
館

印
本
、
英
組
之
時
、
叉
有
所
印
而
潟
第
五
版
云
繭
」
と
あ
る
。

③
前
開
恭
作
氏
は
「
原
本
は
正
徳
仮
に
よ
ら
ず
其
前
の
本
よ
り
来
れ
る

官同本
を
基
と
し
た
り
と
見
え
た
り
」
(
前
註
、
同
頁
)
と
す
る
が
、
論
援

は
記
し
て
い
な
い
。
年
代
的
に
み
れ
ば
や
は
り
中
宗
七
年
刊
本
に
操
っ
た

と
み
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

@

「蔵
家
李
摘
燭
」
は
『
易
経
』
娠
に
み
え
る
。
『
三
園
史
記
』
で
は
こ

の
直
前
に
「
書
云
:
・
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て

「日」

を
「
云
」
と
改

め
た
の
で
あ
ろ
う
。

@

た

だ

、
高
麗
王
の
諜
を
避
け
て
鉄
釜
し
て
い
た
も
の
を
正
字
に
改
め
る

こ
と
は
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
例
え
ば
圃
版
3
の
四
行
目
に
み
え
る

「
武
」
な
ど
〉
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
活
字
の
性
格
上、

首
然
、
の
こ
と
と
い

え
る
が
。

@
李
丙
策
課
註
『
三
園
史
記
』
(
註
⑬
所
掲
)
園
諜
篇
解
説
所
載
「
奮
解

設
」
(
註
@
参
阻
む
四
頁
。

⑩
前
閲
恭
作
氏
は
「
金
富
械
の
摸
本
は
撰
成
の
後
直
に
刊
行
せ
ら
れ
た
る

な
る
べ
し
中
川
王
紀
の
註
な
る
名
犯
長
俊
誘
の
文
は
そ
の
原
刻
の
と
き

の
迩
な
る
べ
く

毅
宗
の
朝
に
公
刊
せ
ら
れ
た
り
と
思
は
る
」
と
す
る

(
前
閲
恭
作
『
古
鮮
冊
譜
』
第
二
冊
〔
註
⑨
所
掲
〕
六
七
二
頁
)
。
「
名
犯
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長
陵
誇
」
と
は
高
句
麗
本
紀
第
五
、
中
川
王
一
一
一
年
傑
の
本
文
「
貌
将
尉

還
」
の
下
に
附
さ
れ
た
分
註
で
あ
る
が
、
そ
の
貌
将
の
名
が
、
長
陵
(
仁

宗
の
陵
続
。
即
ち
仁
宗
を
指
す
)
の
誇
(
措
〉
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
記
さ

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
板
刻
を
仁
宗
の
次
の
毅

宗
代
に
特
定
す
る
根
援
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
確
か
に
他
の
高
麗
王
に

封
し
て
は
廟
競
を
用
い
(
例
え
ば
、
新
羅
本
紀
第
二
一
、
敬
順
王
九
年
一

二
月
僚
に
太
租
・
景
組
・
顛
宗
が
み
え
る
〉
、
こ
こ
だ
け
陵
践
と
い
う
の

も
お
か
し
い
が
、
併
用
す
る
例
も
あ
り
(
「
金
誠
墓
誌
L

〔
朝
鮮
総
督
府

編
『
朝
鮮
金
石
線
覚
』
上
、
京
城
、
一
九
一
九
年
一
一
一
月
。
園
書
刊
行
舎
、

一
九
七
一
年
一
一
月
覆
刻
、
所
枚
〕
に
「
:
・
及
裕
陵
(
容
宗
の
陵
競
〉
即

位
之
三
年
丁
亥
:
:
:
仁
廟
:
・
」
と
あ
る
〉
、
問
題
な
い
。

⑩
『
高
麗
史
』
巻
一
七
、
世
家
第
一
七
、
仁
宗
三
、
同
日
傑
。
な
お
撰
修

の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
田
中
俊
明
、
註
⑬
一
論
文
、
を
参
照
。

⑩
例
え
ば
金
斗
鍾
『
韓
園
古
印
刷
技
術
史
』
(
註
@
所
掲
〉
を
参
照
。

⑩
『
新
唐
書
』
は
、
嘉
一
茄
五
年
〈
一

O
六
O
〉
六
月
二
四
日
に
「
進
呈
」

さ
れ
、
六
月
二
六
日
に
鍍
板
頒
行
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
〈
足
利
皐
校
遺
蹟

図
書
館
所
蔵
宋
刊
本
の
巻
末
官
街
。
尾
崎
康
「
宋
刊
新
唐
警
に
つ
い
て
」

〔
『
斯
道
文
庫
論
集
』
一
一
緒
、
一
九
七
四
年
八
月
〕
三
八
四
頁
参
照
)
。

『
資
治
遁
鑑
』
は
元
塑
七
年
(
一

O
八
四
〉
進
上
、
後
二
年
し
て
元
祐
元

年
(
一

O
八
六
)
一

O
月
か
ら
鍍
板
が
着
手
さ
れ
て
い
る
(
王
園
維
『
五

代
爾
宋
監
本
考
』
〔
「
壬
戊
(
一
九
二
二
年
〉
二
月
」
の
署
名
あ
り
〕
人
人

文
庫
、
茎
湾
商
務
印
書
館
、
肇
北
、
一
九
七
六
年
一
一
一
月
)
。

⑩
坂
元
義
種
「
『
三
園
史
記
』
と
中
園
史
書
|
い
わ
ゆ
る
中
園
正
史
を
中

心
に
|
」
(
時
野
谷
勝
数
授
退
官
記
念
曾
編
『
日
本
史
論
集』
、
清
文
堂
、

一
九
七
五
年
五
月
〉
参
照
。

⑮
高
柄
錫
氏
は
「
〔
三
園
史
記
の
巻
末
に
あ
る
職
御
名
単
に
〕
「
管
勾
」
と

い
う
職
責
の
2
名
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
編
纂
と
印
刻

に
随
伴
す
る
行
政
的
な
事
務
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る

(高
柄
均
「
三
園
史
記
叫
公
叶
ペ
判
歴
史
叙
述
」
、
同
氏
『
東
亜
交

渉
史
叫
寸
研
究
』
、
ペ
。
τ大
祭
校
出
版
部
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
七

O
年
六
月

〔
初
出
、
金
載
元
博
士
回
甲
紀
念
論
叢
編
輯
委
員
曾
編
『
金
載
元
博
土
田

甲
紀
念
論
叢
』
、
乙
酉
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
二
九
六
九
年
三
月
〕
七
三
頁
〉
。

そ
こ
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
更
め
て
考
え
て
み
た
い
。
「
管
勾
」
(
中
宗
七

年
刊
本
で
は
「
管
旬
、
た
だ
し
「
句
L

と
「
勾
」
は
通
用
〉
鄭
襲
明
は

「
右
承
宣

(ω〉
尚
書
工
部
侍
郎

(ω)翰
林
侍
講
皐
土

(ω〉
知
制
詰

(
川
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
時
黙
の
も
の
で
あ
る
か
を
ま
ず
考

え
よ
う
。
し
か
し
帥
知
制
詰
以
外
は
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
史

料
す
ら
な
く
、
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
し
か
な
い
。

ω右
承
宣
(
中
福
院
正
三
品
〉

『
高
麗
史
』
巻
七
回
、
選
翠
志
二
に
「
〔
毅
宗
〕
三
年
五
月
、
左
承
宣

鄭
襲
明
取
詩
賦
奥
光
允
等
十
四
人
:
・
」
、
同
各
一
七
、
毅
宗
世
家
一
、

三
年
八
月
爽
酉
僚
に

「
引
見
・
:
:
左
承
宣
鄭
襲
明
置
酒
論
閣
事
」
と
あ

る
。
従
っ
て
毅
宗
三
年
五
月
J
八
月
お
よ
び
そ
の
前
後
は
左
承
宣
で
あ

っ
た
。
「
右
」
が
謀
刻
な
ど
で
な
け
れ
ば
、
左
上
右
下
で
、
こ
れ
以
前

の
こ
と
に
な
る
。
な
お
右
承
宣
か
ら
左
承
宣
へ
鱒
還
し
た
例
に
郷
洗
が

い
る
(
「
飾
洗
墓
誌
銘
」
、
李
蘭
咳
編
『
韓
園
金
石
文
迫
補
』
〔
中
央
大

皐
校
出
版
部
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
六
八
年
一
一
月
〕
九
八
頁
〉
。

川

w向
書
工
部
侍
郎
(
向
書
工
部
正
四
品
)

『
古
同
麗
史
』
各
一
七
、
仁
宗
世
家
一
二
、
二
四
年
正
月
戊
貧
僚
に
「
王
命

太
子
、
引
躍
部
侍
郎
制
御
襲
明
講
書
大
属
議
」
と
あ
る
。
従
っ
て
仁
宗
二
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四
年
正
月
お
よ
び
そ
の
前
後
は
除
か
れ
る
。
某
部
侍
郎
か
ら
某
部
侍
郎

に
遜
る
例
は
多
い
。

ω翰
林
侍
講
皐
士
(
翰
林
院
正
四
品
)

『高
麗
史
』
巻

一
七
、
毅
宗
世
家
一

、
三
年
四
月
辛
酉
僚
に
「
〔以
〕

鄭
襲
明
篤
翰
林
皐
土
」
と
あ
る
。
翰
林
皐
士
(
正
三
品
)
に
な
っ
た
の

が
毅
宗
三
年
四
月
だ
か
ら
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
鱒
進
の

例
に
朴
昇
中
・
権
遁
な
ど
が
い
る
(
周
藤
吉
之
「
高
麗
初
期
の
翰
林
院
」

〔
『
東
洋
皐
朗
報
』
五
八
巻
三

・
四
鋭
、

一
九
七
七
年
三
月
〕
参
照
〉
。

州
知
制
譜
(
粂
官
)

『
高
麗
史
』
巻
九
八
、
鄭
制
捜
明
俸
に
「
仁
宗
朝
、
累
描
開
園
子
司
業

・
起

居
注

・
知
制
詰
」
と
あ
る
の
み
で
上
限
下
限
と
も
に
不
明
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
毅
宗
三
年
(
一
一
四
八
〉
四
月
以
前
で

(ω

ω)、
礎
部
侍
郎
で
あ
っ
た
期
開
即
ち
仁
宗
二
四
年
(
一
一
四
六
)
正
月

前
後
を
除
い
た

(ω〉
あ
る
時
鮎
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
な

ら
ば
、
進
上
し
た
一一
一
一
一
年
一
一
一
月
壬
戊
(
二
一
一
日
)
か
ら
そ
の

一六
日
後

で
あ
る
こ
四
年
正
月
戊
寅
(
八
日
)
ま
で
の
聞
に
、
工
部
侍
郎
か
ら
種
部

侍
郎
に
遜
っ
た
と
み
る
必
要
は
あ
る
が
、

「
管
勾
」
鄭
襲
明
の
官
織
が
進

上
時
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
さ
し
っ
か
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
、
進
上
時
に
既
に
板
刻
さ
れ
て
い
た
と
み
る
な
ら
ば
別
で
あ
る
が
、
板

刻
を
進
上
後
と
考
え
れ
ば
、
高
氏
の
意
見
の
一
部
は
な
お
保
留
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。

⑩
淳
回
一
は
宋
の
年
践
で
、

『
玉
海
』
の
こ
の
を
で
は
書
名
に
年
放
を
冠
す

る
の
が
通
例
(
例
え
ば
「
崇
寧
難
林
志
乙
で
あ
り
、
書
名
と
は
無
関
係

で
あ
る
。

⑩

『

玉

海
』
問
答
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
「
三
園
史
記
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書
目

五
十

巻
、
高
麗
金
富
紙
撲
、
首
載
新
羅
、
次
高
句
麗
、
次
百
湾
、
有
紀
表
」
と

も
あ
る
。

⑩
『
東
園
李
相
圏
全
集
』
径
三
、
古
律
詩
、
所
収
。

⑩

『

東
園
李
相
圏
全
集
』
年
譜
、

突
丑
・
公
年
二
十
六
の
項
に
「
四
月
、

得
奮
三
園
史
、
見
東
明
王
事
奇
之
、
作
古
詩
以
紀
其
異
」
と
あ
る
。

⑩
『
東
園
李
相
圏
全
集
』
巻
五
、
古
律
詩
、
次
韻
奥
東
閣
世
文
呈
詰
院
諸

同
学
士
三
百
韻
詩
、
の
分
註
に
は
コ
ニ
園
史
、
東
京
有
蚊
川
」
と
あ
る
〈
年

譜
、
乙
卯
・
公
年
二
十
八
の
項
に
「
是
年
箸
和
呉
東
閣
三
百
韻
詩
」
と
あ

る)。

⑪
劉
承
幹
編
『
海
東
金
石
苑
』
補
遺
(
一
九
二
一
年
)
、
巻
五
お
よ
び
朝

鮮
総
督
府
編
『
朝
鮮
金
石
総
覧
』
上
(
註
⑩
所
掲
)
四
一
一
一

O
J三
頁
、
所

枚。

⑪
『
三
園
史
記
』
を
て
新
羅
本
紀
第
一
、
院
解
尼
師
今
九
年
春
三
月
僚。

⑬
釜
章
閣
所
蔵
篤
本
(
韓
圏
皐
文
献
研
究
所
選
編
、
亜
細
亜
文
化
社
〔
ソ

ウ
ペ
一
九
七
三
年
九
月
〕
影
印
)
に
蟻
る
。
な
お

『海
東
高
僧
鱒
』
に

つ
い
て
は
、
田
中
俊
明
「
『
海
東
高
僧
俸
』
」
(
『
韓
薗
文
化
』

一
九
八
O
年

六
月
続
、
古
典
名
著
解
題
)
を
参
照
。

⑪
『
三
園
史
記
』
径
四
、
新
羅
本
紀
第
四
、
崎
県
輿
主
三
七
年
僚
に
該
嘗
。

「
安
弘
法
師
入
惰
(
陳
)
求
法
、
輿
胡
借
眺
摩
羅
等
二
信
週
、
上
稜
伽
勝

霊
経
及
併
合
利
」
と
あ
る
。

⑪
と
り
あ
え
ず
野
村
耀
昌
謬
「
海
東
高
信
博
」
(
『
園
誇
一
切
経
』
和
漢
撰

述
灯
、
護
数
部
四
上
〔
大
東
出
版
社
、
一
九
七

O
年
一
一
月
〕
所
牧
)
の

註
を
参
照
。

⑮
末
松
保
和
「
三
園
遣
事
の
経
籍
関
係
記
事
」
(
末
松
保
和
『
背
丘
史
草

第
二
』
〔
註
@
所
掲
〕
〔
初
出
、
原
題
「
高
麗
文
献
小
録
口
三
園
遺
事
」
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『
車
円
丘
皐
叢
』
八
時
肌
、
一
九
三
二
年
五
月
〕
)
・
田
中
俊
明
、
註
@
論
文
、

一
九
・
二

O
頁
、
表
4

・
表
5
参
照
。

⑪
雀
南
善
「
三
園
遣
事
解
題
」
(『啓
明
』
一
八
鋭
、
防
省
明
倶
楽
部
、
京

冊、

城
、
一
九
二
七
年
三
月
。
の
ち
僅
南
善
福
コ
ニ
囲
遣
事
』
〔
民
衆
書
館
、

ソ
ウ
ル
、
一
九
四
六
年
六
月
〕
所
牧
)
十
四
、
撰
成
年
代
。

⑩
註
@
参
照
。
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This situation of separation between the Chinese domain and the

house of Hiilagu began to show changes at the beginning of the 14th

century.

　

The

　

seventh

　

Il-Khan, Ghazan, opened,　as　one part of　his

financial

　

reforms, the sea-trade with　China, and he strengthened　the

friendly relationships with the Yuan-government. Because　of this, the

formerly returned 7000 households　were　again offered to the　Hiilagu

house, and also the several kinds of income from the Chinese domain

which had been stored up by the Yuan dynasty for ａ long time, were

again sent to the house of Hulagii｡

　　

This articlegives only one ｅχample of the historical development of

the domain system （μルｆｅｎｅ-ｃｈｉｈ分封制）ofthe Mongol Empire, but l

think it's　necessary to conduct more studies of this kind in order to

understand the significance of the fen一ｆｅｎｇ-ｃｈｉｈ-system.

The Woodblock Printing of the Samguk

　　

Ｓａｇ!三國史記and its Circulation

　　　　　　

Tanaka Toshiaki

　　

Ｔ＼ｉｅＳａｍｇｕk　Ｓａが（三國史記) which is the oldest existent history

book in Korea has been handed down to the present time, having been

printed several times since its compilation in n45 (Kory5高麗In Jong

仁宗23).

　

This article will present the details of its printing, and it will

at the same time look into some aspects of its circulation･

　　

The year of the first printing of the ＳａｍｇｕkＳａｇｉＩＳ not clear

because it is not mentioned in historical sources but it seems to have

been right after its compilation. It is sometimes quoted in other books

during the Kory6-period, but it is improbable that it had a large circulation.

　　

Two and ａ half centuries after its compilation, at the beginning of

the Yi 李-dynasty (1394), the first clearly datable printing took place in

ａ prefecture {bu府）in the Ky6ngsang 慶tS province, the 01d region of

Ｓｍａ新羅. After that something more than ａ century passed, in 1512

(Jung Jong 中宗7), it was printed in Kydngju 慶州　-prefecture, in

the same KySngsang-province･ by the group around Yi Kye-bok 李縫幅。
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who ゛ａｓthe main official of the prefecture ； and this text is the one we

are normally using today, the so-called“Ｃｈｅｎｇ-tｅ正徳-version " (Cheng-te

is ａ yearperiod of the Ming 明); it will here be called the Jung Jong ７

-version･

　

In the middle of the 18th century it was printed for the first

time using movable characters and because these characters are identical

with those cast for the printing of the Ｈ:ｙｏｎ　ＪｏｎｇＳｉｌｌｏｋ(顧宗賓録)，

it is called the Hyon Jong Sillok-character･version. Since then, in modern

times, there have been many editions published using movable characters,

but as for 01d publications, only these three are known｡

　　　

As for its circulation in the period, besides sometimes being mentioned

in forewords etc. of history books which used this book(Ｋｗ６ｎ Ｋｕｎ権

近'sＤｏｎｇｇｕlこＳａｒｙak東國史略), only ａ few records a「e left. Further

it is known that the Jung Jong 7-woodblock version was handed down

until after the Im Jin 壬辰-war｡

　　　

If we consider the Jung Jong 7-version which is the tｅχtnormally

used today, we see that it is ａ rather faithful reproduction of the version

at the beginning of the Yi-dynasty, and we can further say that it is near

the one of the Koryfi-period. And so, notwithstanding the fact that as ａ

text it is ａ new one, its form goes back to the Koryo-period, and it is,

as was believed up untill now, the best tｅχtavailable at present.

　　　　　

On the Ta-han 大漢state of Ch'en Yu-liang 陳友諒

　　　　　　　　　　　　　　

Taniguchi Kikuo

　　

It is ａ commonly known fact that Ch'en Yu-liang 陳友諒was ａ

powerful warlord at the end of the Yuan, and that he fought for hegemony

with Chu Yuan･chang朱元璋.　However, as for his activities,studies

so far are not going far outside the scope described in his biography in

the Ming History (Ｍｉｎｇ-ｓhih明史),and especially concerning the base

of his activitiesone can say that there are hardly any studies investigating

that. This article focuses at the same time on his activities and on

understanding the bases which supported them, and it has as its final

purpose to make clear the reasons　why Ch'en Yu-liang couldn't but be
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